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はじめに

中ノ池遺跡は、これまでに香川県教育委員会や丸亀市教育委員

会が実施してきた発掘調査によって、県下でも稀な環濠集落であ

ることが明らかになった。しかしその広がりや、集落が形成され、

廃絶に至った経緯については、必ずしも解明されたとは言い難い

ものがあった。この度丸亀市が実施する総合運動公園整備に伴う

埋蔵文化財の発掘調査を受託することとなり、1997年度第一次調

査は1,188。 5て、1997年の第二次調査は583だを発掘した。一次二

次共に環濠の一部が検出され、それに伴って土器や石器、木製農

具などの貴重な資料も多数出土した。

今回の報告は第一次調査の資料編 となるものである。報告書で

は出土品をどのような手順で分類してきたかを明らかにし、さら

にこの分類手段を二次調査以降の整理に発展させることをめざし

ている。

大方のご高評を賜 りたい。なお発掘調査及び資料整理に際して

は、丸亀市荻育委員会及び地元の関係者から寄せられましたご支

援に深 く感謝いたします。

1998年 12月

松 本 考 古 学 研

所 長  松 本

所
　
胤

究
　
豊



例 言

1 本書は、丸亀市の総合運動公園整備工事に伴う埋

蔵文化財 (中 ノ池遺跡)の、平成 9年度第一次発掘

調査に伴う埋蔵文化財発掘調査の報告である。

2 発掘調査は、平成 9年 5月 1日 付けで丸亀市長片

山圭之と、松本考古学研究所所長松本豊胤との間で

締結した 「丸亀市運動公園整備工事に伴う埋蔵文化

財 (中 ノ池遺跡)発掘調査業務委託」の契約によっ

て実施した。

3 資料整理は平成 9年 10月 17日 付け、及び平成10年

5月 1日 付けで丸亀市長片山圭之と松本考古学研究

所所長松本豊胤との間で締結した 「丸亀市運動公園

整備工事に伴う埋蔵文化財 (中 ノ池遺跡)出土品等

資料整理業務委託」の契約によって実施した。

4 中ノ池遺跡は丸亀市金倉町道上中ノ池に所在する。

5 中ノ池遺跡は平成 9年 9月 にも二次調査を実施し

ているので、本報告は検出された遺構の調査状況と

出土した遺物の整理の状況を報告し、中ノ池遺跡で

の遺構の位置付けや、出土品についての歴史的な位

置づけは、第二次以降の報告書に合わせて掲載する

こととする。

6 発掘調査及び資料整理にあたっては、四国学院大

学の考古学研究室の学生諸氏の協力をあおいだ。

7 調査主任及び資料整理・報告書作成等は松本豊胤

が中心となり、石器については米田克彦が担当し、

報告書の編集 。校正は青井繁美が担当した。

8 本書挿図中のレベル高はすべて海抜をあらわし、

方位は磁北を示す。また挿図の一部に国土地理院発

行の25,000分の一の地形図を使用した。

9 発掘調査、資料整理を通じて、丸亀市開発整備課

及び丸亀市教育委員会からは適切な助言を頂いた、

また丸亀市金倉町地元有志の方々からもご支援を頂

いた。

発掘調査及び資料整理参加者

兼近 真由美

森本 真由美

川村 一恵

沖野 八重子

鎌谷 周子

青井 繁美

四国学院大学学生

1998年度卒業  川越

(考古学) 小泉

生南

平島

米田
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(考古学) 竹下
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図版93 N2SD-2出 土遺物

図版94 N2SD-2出 土遺物

図版95 N2SD-2出 土遺物

図版96 N2SD-2(47)、 N2SD-3(85～ 87)

図版97

図版98

図版99

図版 100

図版 101

図版102

図版 103

図版104

図版105

図版 106

図版 107

図版 108

図版109

図版■0

図版Hl
図版■2

図版H3

図版n4
図版H5
図版H6
図版H7
図版H8
図版H9
膠]用反120

出土遺物

N2SD-3出 土遺物

N2SD-3出 土遺物

N3集石出土遺物

N3集石出土遺物

N3集石出土遺物

N3集石出土遺物

N3集石出土遺物

N3集石出土遺物

N3集石出土遺物

N3集石出土遺物 (178)、 N3SD-1
出土遺物 (200～ 203)

N3SD-1出 土遺物

N3SD-1出 土遺物

N3SD-1出 土遺物

N3SD-1出 土遺物

N3SD-1出 土遺物

N3SD-1出 土遺物

N2SD-3出 土遺物 (83・ 84)、

N3SD-1出 土遺物 (234～ 236)

N3SD-1出 土遺物

N3SD-1出 土遺物

N3SD-1出 土遺物

N3SD-1出 土遺物

N3SD-1出 土遺物

N3SD-1出 土遺物

N3SD-1出 土遺物 (249、 250)、 N3区
出土遺物 (380)、 N4区出土遺物 (379)

図版121 遺構に伴わない遺物

図版122 遺構に伴わない遺物

図版123 遺構に伴わない遺物

図版124 遺構に伴わない遺物 (419)、

N5区出土遺物 (423)

図版125 N5区 出土遺物



第 I章 中ノ池遺跡と周辺の遺跡

中ノ池遺跡

中ノ池一帯から土器や石器が出土すること

に、最初に気付いたのは、地元の宮武進さん

であった。宮武さんはすでに1947年頃、中ノ

池971番地の地下げをおこなった際に、多数の

上器が出土 して関心をもっていた。

その後1976年、中ノ池の南にある平地の水

路改修工事が行われ、土器や石器が出土 した。

報告を受けた丸亀市教育委員会は周辺でボー

リング調査を行い、遺跡の広が りを知った。

これが契機 となって県教育委員会では、同年

9月重要遺跡確認調査の一端 として、約90笛

を発掘 した。

この調査によって幅 3m、 深さ約 lmの溝

状の遺構を検出するとともに、弥生時代前期

の上器や石器を採集 した。

次いで1981年 9月丸亀市教育委員会は国 。

県の補助を受 け約700ゴ を調査 した。 この調

第 2図 中ノ池遺跡と平池周辺地形図

９
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第 1図 丸亀西北部地形図 第 3図 中ノ池遺跡の調査区



査では三条の環壕 とみられる溝が検出され、

中ノ池遺跡は環壕集落である可能性が濃厚に

なった。

1994年平池の南に県営陸上競技場の建設計

画が具体化 し、財団法人香川県埋蔵文化財調

査センターは約18,360∬ を次年度に4,000だ

発掘調査 した。また丸亀市においても平池の

周辺に総合運動公園を建設することとな り、

市教育委員会では建設に伴 う埋蔵文化財の確

認調査をおこなってきた。

これら一連の発掘調査を通 じて、中ノ池遺

跡 と、その周辺部の遺跡の広が りが次第に明

らかになってきた。

財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが

調査 した平池の南 (丸亀市金倉町及び同市原

田町)で確認された包蔵地は 「平池南遺跡」

と名付けられた。

また丸亀市荻育委員会が調査 した平池の西

側一帯の包蔵地には 「平池西遺跡」 と呼ばれ

ることになった。従つて中ノ池遺跡は平池か

ら北の包蔵地 ということになる。

さて1995年度に丸亀市教育委員会が実施 し

た中ノ池遺跡の確認調査は、1区 (1003番地 )、

2区 (1010番地 )、 3区 (1008番地)の 3調査

区を設定 している。

この調査でも何れの調査区においても環壕

と思われる溝状遺構が検出されてお り、中ノ

池遺跡における環壕のありかたが改めて注目

されることになった。

中ノ池遺跡は、金倉川の西岸に形成された

氾濫原に立地しており、しばしば金倉ナIIの氾

濫に遭遇したと思われるが、弥生時代前期の

遺跡としては県下でも屈指の環壕集落を形成

した。

その後集落は氾濫に対して比較的安定的な

南に展開 し、平池南遺跡からは前期だけでな

く、中期の上器棺墓や後期の周溝墓状遺構 も

検出され、平池南遺跡が前期から後期中葉の

集落であつたことが明らかになった。

金倉川の東側、古代の那珂郡では、善通寺

市・五条遺跡 と滝川五条遺跡が注目される。

両者は共に前期の上器に中期初頭の櫛 目文土

器が伴出してお り、なかでも滝川五条遺跡で

は円形周溝墓や木棺墓なども検出されるなど、

本格的な発掘調査が実施されていない現状で

は推定の域を脱することは出来ないが、両者

は一体の大規模な集落 となる可能性 もある。

それに対 して金倉川の西岸、古代の多度郡で

は、中ノ池遺跡 とほぼ同じ頃に形成された遺

跡 としては多度津町 。三井遺跡があげられる、

この遺跡は中ノ池遺跡の南西約 3 1onに所在す

るもので、すでに1950年頃か らに底部に籾の

圧痕のある土器や、前期の上器が検出され注

目されていた。

平成 4年、多度津町教育委員会が一部発掘

調査を行い、溝状の遺構が検出されている。

三井遺跡は標高13mあた りに立地することか

ら、氾濫に対 しても中ノ池遺跡よりは安定 し

ていたものと思われる。三井遺跡の南約 1血

を東西に四国横断自動車道が走っているが、

これの建設に伴 う発掘調査では、善通寺市・

乾遺跡から前期の上器 と共に木製農具 も検出

されている。多度郡内の遺跡 として最 も注目

される遺跡は、前期初頭から後期、さらに古

代に至る集落 として旧練兵場遺跡があ り、丸

亀平野における拠点集落 としての位置付けが

なされる。

参考資料
1982。 「中ノ池遺跡発掘調査概要」丸亀市教育委員会

1995。 「平池南遺跡」香川県教育委員会m香川県埋蔵文

化財調査センター

1996。 「平成 7年度丸亀市内遺跡発掘調査概要報告書」

丸亀市教育委員会
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第4図 中ノ池遺跡と周辺の遺跡分布図

①中ノ池遺跡

②平池西遺跡

③平池南遺跡

④三井遺跡

⑤乾遺跡

⑥中村遺跡

⑦永井遺跡

⑥旧練兵状遺跡

⑨彼ノ宗遺跡

⑩稲木遺跡

①下所遺跡

⑫五条遺跡

⑬滝川五条遺跡

⑭南鴨遺跡

⑮田村廃寺遺跡

④宝憧寺遺跡

⑦陣山遺跡

⑬我拝師山C遺跡

⑩我拝師山B遺跡

⑩我拝師山A遺跡

④甲山遺跡



第Ⅱ章 遺跡の立地と地質構造

西讃府志によれば、中ノ池は近世には金倉

郷、上金倉村、小地名 として中之池・池の下・

原・荒など10小地名があった。地味は上は八

分真上、一分砂交 り、一分サコ田、下は五分

真土、三分砂礫交 じり余 りはサコ田、溜め池

は千代池周囲15町、漑田100町 4段六畝五歩、

その他平池等六 とある。

平池については正徳 3年の 「津森組村々明

細帳」には堤高 1.52m、 堤長976mと あって、

現在の堤高4.9m、 堤長 1,100mと 比較すると

格段に小規模であったことが分かる。

遺跡が所在する中ノ池は平池の北に位置 し、

集落には先の西讃府志にも記録があるように
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第 5図 中ノ池遺跡周辺の地質構造 (昭和44年経済企画庁発行表層地質図)

９

守



第 6図 第一調査区断面図 (NO～ N4)

つ
０



①明灰色土 (表土)

②茶褐色土 (す き床層)

③暗茶褐色土

④黄褐色土 (地山)に

=IIJ⑤茶褐色土 酪驚翻醐

⑥灰褐色砂質土

⑦緑灰色砂質土

③黒褐色土

⑨砂礫土 障
=辮

i劇 0    1m   2m
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第 7図 第二調査区断面図 (N5～ N8)



第 8図 第二調査区断面図 (WOSO～ W5SO)
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念宗寺、東坊などの寺院があることからする

と、地形的に安定 し、古 くから集落が形成さ

れていたものと思われる。

丸亀市史によれば、平池の西150mを ほぼ南

北に走る現在の市道は、かつての条里の遺構

で、北西に約 1血程延びている。

集落の西およそ300mに は金倉川が流れ平

池 と先代池の間を流れる小流野田川は丸亀城

の北で瀬戸内海に流れ込む。従つて地名は中

ノ池でありながら、集落の立地は両河川に挟

まれた微高地にある。今回発掘 した水田の標

高は10.71m、 であるのに対 して、西300mの

金倉川の東岸地帯の水田は10。 2m、 東方野田

川の西岸は10。 2mで、現在の地形図をみても、

遺跡一帯はやや微高地にあることが分かる。

昭和44年経済企画庁発行の表層地質図によ

ると、金倉川周辺は新旧河道による礫及び砂

層で中ノ池一帯は、礫・砂及び泥地帯に表示

されている。中ノ池の柱状断面図は作成され

ていないが、遺跡から l lon程北西にある瓢池

の周辺では、約 2mの表上、その下約 2mが

粘土混 りの砂礫層にな り、以下50mま では粘

土混 りの砂礫 と粘土、粘土混じりの砂の互層

で、深い沖積層が形成されていることが分か

る。

発掘調査によって確認された中ノ池遺跡の

上層序 は、遺跡の基盤 となる地貌をよ く物

語つている。

第 6図によって模式的な土層序を見てみる

と、以下のようになる。

第 1層 耕作上、明灰色土

第 2層 すき床層 固い茶褐色の土層

第 3層 遺物包含層で、暗褐色土壌

第 4層 浅黄褐色粘質土で、 この層が遺跡

の基盤 となる。厚いところでは lm以上にな

り、間にベル ト状に茶褐色や黒褐色の砂質土

壌を挟んでいる場合がある。

第 5層 砂礫層、ただ しNOか らN2の区

間は、礫層の上に黒褐色の砂質土層が形成さ

ヤ化る。

つぎに礫層の堆積状況を観察 してみると。

第 6・ 7図のようになり、第一調査区のN
Oを起点 として 5m間隔の礫層までの標高は

以下のようになる。

N0 0m
5〃

Nl 10〃

15〃

N2 20〃

25〃

N3 30〃

35〃

N4 40〃

N5 0〃
5〃

N6 10〃
15〃

N7 20〃
25〃

N8 0〃

810cm

825〃

845〃

854〃

860〃

870〃

887〃

932〃

938〃

1014〃

1038〃

1038〃

1034〃

1028〃

978〃

これによって見ると、砂礫層は、NO地点

では標高810cmと 最も低 くなるが、そこから次

第に高 くなって、N4地点では932cmと な り、

122cm高 くなっている。さらに第二調査区のN
5・ 0地点では938cmで あるのに対 して、N
5・ 10mか ら20m地点では1038cm前後まで高

くな り、N7・ 25地点あた りから次第に深 く

なり、N8・ 30m地点では978cmと 、60cm低 く

なる。

従つて今回の調査区で見るかぎり、N3S
D-1の 環壕からN8・ 30m地点までの間は、

砂礫層が次第に厚 くなって、これが現地表面
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に微高地を形成する要因となっている。    になる。

次に砂礫層の上に堆積 している黄褐色の粘    W0 0m 950cm
質土層を第 6・ 7図によって観察することと       5〃  950〃

する。                    Wl 10〃  950〃

この黄褐色粘質土層の堆積状況を観察する       15〃  940〃

とき、参考になるのは茶褐色のベル ト状の堆    W2 20〃  935〃

積層である。この茶褐色ベル トと砂礫層の間       25〃  936〃

には細い砂質土層が堆積 し、色調は灰色を呈    W3 30〃  930〃

する、さらにこの灰色砂質土層 と、砂礫層の       35〃  946〃

間に黒褐色の砂質土層が形成されることもあ    W4 40〃  948〃

る。                                   45〃   950〃

また茶褐色ベル トの上層は黄褐色粘質土層    W5 50〃  950〃

が堆積 し、遺構のベースとなる。この層は乾

燥するとしまって固 くなる。          以上の数値でみると、W3地 点で最も深 く

さて茶褐色ベル トであるが、        なり、南はWl地 点、北はW4地 点まで徐々

NO地点は930cmの深さにあるのに対 して、  に浅 くなり、直径30m程の浅い窪みができて

N3・ 33m地点でも930mで、ゆるやかなカー  いたようである。

ブを描きながらも、ほぼ水平に堆積 している   この窪みがさらにその上層の土砂の堆積状

ことが分かる。それに対 してN3・ 5m地点  況にも影響を与え、南はWlの 12mあ た りか

から、N4・ 40地点までの茶褐色ベル ト層は、 ら、北はW3の 37mあ た りまでの間、黒褐色

982cmの深さで、やや浅 くなっている。またN  の粘質土層が堆積 してお り、最も深いW3の
2・ 30mあ た りからNO地点にかけては、茶  30mあ た りでは、標高 10。 lm地点まで堆積 し

褐色ベル ト層以下には茶褐色や灰色、黒褐色  ている。

などの砂質土層が交互に堆積 してお り、この   一方W3SOか らW3S2方 向に設定 した断

地点がその時点で水溜 り状になっていたこと  面図によると、黒褐色土層はW3S-1の H
を物語つている。               m付 近まで浅い落ち込みを形成 している。僅

以上の堆積状況によって、遺跡の基盤 とな  かばか りの遺物がこの黒褐色土層から検出さ

る黄褐色粘質土層は、一気に堆積 したもので  れている。

はな く、何回かの段階を経て徐々に堆積 して   なお第二、三調査区における土層の堆積状

いったものと推定される。          態は第 7・ 8図のとお りである。

第二調査区では、N6・ 10m地点から、N7・

25m地点までは、表土から砂礫層までは30cm

か ら50cm程度であつて、遺構面 は砂礫層 に

のつているような状態である。

遺物包含層は黄褐色の粘質土で或は相当な

削平が行われた可能性もある。

次に第二調査区における土層序の状況をみ

ると、表土から砂礫層までの深さは次のよう
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第Ⅲ章 調査区の設定と調査の経過

発掘調査は第一調査区、第二調査区、第二

調査区の 3区画を設定 して実施 した。

(第一調査区〉

地番1018-1、 地表面の標高10.71m、 発掘区

は幅10m、 長さ40m、 面積は400∬ で、地目は

水田であつた。

X=+1400

＼
X=+1

X=キ 1399

(第二調査区〉

地番1009、 地表面の標高 10。 78m、 発掘面積は

幅10m、 延長32m、 面積は320だ で、地目は水

田であつた。

(第二調査区〉

地 番1030と 、103と、1032で 標 高 は1030-1が

10.50m、 103とが10。 68m、 1032が 10。 89m、 調

査面積788.5∬、地日は水田であつた。

4 //Y=26.3 ″ |||
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ポイン トの設定

(第一調査区)               (第 二調査区〉

基準線はKBM4+560と し、NOからN4   基準線はKMB4+200と し、東西にWOか
までの10m間隔でポイントを設定し、Nl・   らW5ま での10m間隔のポイントを、南北に

N2・ N3・ N4の 4調査区とした。      もSOか らS3ま でのポイントを設定した。

(第二調査区〉                これによって調査区はWiS-1か らW5
基準線はKBM4+560と し、N5か らN  S-1、 h/V4S-2、 W5S-2、 W5S―

8ま での10m間隔でポイントを設定し、N5・  3、 W6S-3の 9調査区を設定した。

N6・ N7の調査区とした。

S3W5

W6/

第二調査区
W6S3

W5Sl W5S2 W5S3

W4Sl W4/

S2

NO

W3Sl

W2Sl

Wl Sl

W4

W3

W2

第一調査区

N2 N3 N4

NI        N2       N3       N4

第二調査区

Wl

WO
SO         Sl                N5        N6        N7        N8

第10図 調査区ポイント設定図

N5 N6 N7
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発掘調査は平成 9年 5月 12日 に丸亀市開発

整備課及び同市教育委員会の立ち会いのもと

に、ベンチマークと発掘区域の確認を行い、

15日 から杭打ちに着手 した。

(作業日誌抄〉

開発整備課、教育委員会の立

ち会いでベンチマークの確認

杭打ち、地盤測量

杭打ち、地盤測量   
｀

第一調査区表土除去、第一、

第二調査区安全柵の杭打ち

第二調査区表土除去、第一、

第二調査区沈砂池二基造成

第一調査区床土下層の人力堀

削、第二調査区安全柵杭打ち

第二調査区表土除去、第一調

査区表土より30cmま で入力掘

肖J

第二調査区床上下層まで掘削

第一調査区N4遺構検出、第

二調査区表土除去

第一調査区N4遺構検出、実

測、第二調査区表土除去

第一調査区N4実測、N3区
掘削

第一調査区N3集石遺構検出、

N2区の掘削

N4区遺物取 り上げ、N2区
溝の掘削

Nl、 2区、第 2層掘削

N2遺物取 り上げ、N3集石

遺構写真

Nl、 2、 3区溝掘削

N4区遺構掘削、NlSD―
1掘削、N3SD-1掘 削

雨天体業

N4区遺構精査、N3SD―
1掘削、NlSD-1掘 削

N4区写真撮影、N3区 SD
-1掘削、集石遺構実測、N
2区掘削

N4区第二層掘削、N3区 S

D-1掘 削、集石遺構実測、

N2区 SD-1・ SD-2掘
肖J

N4区遺構精査、N3SD―
1掘削、NloN2溝 掘削

N4区精査

N4区精査、N4SD-1掘
削、N2-1、 2掘削

N4区測量、実測、N3SD
-1掘削、N2溝掘削

N2SD-1・ 2・ 3掘削、

N3集石遺構実測終了、遺物

取 り上げ

N2区掘削

23日 まで台風休業

N2SD-2、 3掘削、第二

調査区第 2層精査

N2SD-1、 2、 3、 4掘

削、N5ピ ット精査

N2区の精査、第二調査区遺

構検出

N2SD-2、 3測量

第二調査区遺構精査、N2調
査区の精査

第二調査区精査

雨天作業中止、土器洗浄

第二調査区人力掘削着手、第

2調査区精査終了、N2、 N

4日

5日

6日

9日

10日

12日

13日

16日

17日

18日

19日

20日

24日

25日

26日

27日

30日

7月 1日

2日

3日

H日

平成 9年

5月 12日

15日

16日

19日

20日

21日

22日

23日

26日

27日

28日

29日

30日

6月 2日

3日

９

留



4日

7日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

22日

23日

24日

25日

26日

29日

30日

31日

8月 1日

4日

5日

6日

7日

8日

3調査区掘削

N3SD-1か ら木器、獣骨

出土、第三調査区人力掘削

H日 まで天候不良で休業

遺構の」F水

N2調査区精査、N3調査区

一部掘 り下げる

N2調査区精査、N2SD―
1断面図作成、N5調査区排

水

N2調査区精査

N2調査区精査

21日 まで雨天体業

N3SD-1の 精査

Nと か らN4調査区までの清

掃、N3SD-lk精 査

Nlか らN4調査区までの写

真撮影

Nlか らN4調査区測量

28日 まで台風 9号により体業

遺構水浸 し、昼から天候不良

で作業中止

10時から開発整備課、及び教

育委員会に作業状況報告、今

後の作業工程の打合せ

第二調査区清掃、第一調査区

断面図、第二調査区で溝検出

第二調査区写真撮影、四国新

聞社取材

第三調査区精査、 SD-lk
測量

第二調査区測量、昼から天候

不良で休業

天候不良で休業、奈良元興寺

文化財研究所へ木器保存処理

依頼

第二調査区精査

第二調査区写真撮影

17日 まで盆の行事で体業

第一調査区と第二調査区深掘

トレンチ掘削

第一調査区深掘 トレンチ壁面

調整

第二調査区深掘 トレンチ壁面

調整

第一調査区断面図作成

第二調査区断面図作成

第二調査区断面図作成

H日

18日

19日

20日

21日

22日

25日

９
留

９
２



第Ⅳ章 遺 構

1.土層序 第一調査区における土壌の堆積

状態は、水田面が標高10.71mに あり、耕作土

は約10cmか ら15cm、 その下に 5か ら7 cm程度

の堅 くて緻密なすき床層がある。

すき床層の下から地山とされる黄褐色の粘

質土層までは、およそ20～30cmあ り、その間

の上層は黄味を帯びた茶色 (浅黄色粘質土 )

と、灰色を帯びた茶色 (灰茶色粘質土)の 2

層に区分されるところもある。

第一調査区の遺構は、N3区 にから検出さ

れた溝N3SD-1を 中心 として、その東N
4調査区にはピット群が 2層に亙ってお り、

住居地区であった。

それに対 して西側N2調査区からはN2S
D-1と N2SD-2の 2条の溝がほぼ平行

に設置されている。ただ しN2SD-2の 溝

の主軸は南側でN3SD-1の 方向に偏つて

いる。

さらにNl調査区からも 1条の溝が検出さ

れ、N3SD-1の 東側 とは対象的な遺構の

様相を呈する。

2.溝 。NlSD-1・ 2 溝はNl調査区

から溝NlSD-1と 、それに重なった状態

でNlSD-2が 検出されている。NlSD
-1の主軸はN35度Wで、最大幅1.6m、 最小

幅1.25m、 底部の高さは9。 98m、 で表土から

の深さは73cm、 地山を約30cm程堀込んでいる。

溝の中には灰茶褐色の粘質土がつまってお り、

若千ながら弥生土器が検出されている。

NlSD-2は 、 SD-1の 下層に重なる

ように検出されたもので、最大幅80cm、 最小

幅50cm、 底部の高さは9。 90cmで、表土からの

深さ81cmを 計測する。内部の上壌はやや砂質

の灰茶褐色であった。

3.溝 。N2SD-1 主軸は南側で18m、

北側は17。 45m方位はN36° Wを示す。

溝の底の高さは南側9.68m、 北側 9。 66m、

南側では表土か らの深さは1.8mと なる。溝の

状態を断面図によってみると、南側の断面図

では、両肩共に地

山が削 り取 られて

セゝることが注目さ

れる。N3SD―
1の 東側 の肩 は

10。 3mであるのに

対 して、西側、N
2SD-1と の間

は、それより46cm

も低 くなっている。

それに対 して北側

は両肩共に、 1まぼ

同じ高さで、 10。 4

mに なっている。

①明灰色土 (表土)

②茶掲色土 (す き床層)

③灰茶色砂質土

④暗茶褐色土

⑤黄褐色土 (地山)

②   ① ③

9  .  1  'm

第1]図

第一調査区

NlSD-1
平・断面図
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それ と同時にN2SD-1と N2SD-2
の間も、地山は激 しく侵食され、凹凸が刻み

込まれている。中でも顕著な侵食の痕跡は、

N2SD-3と N2SD-4で 、溝の下底部

の高さは9。 6mに なっている。土壌の堆積状態

や、地山の侵食状態からすると、南からの激

しい水流がN3SD-1に 流れ込み、西側壁

を侵食 して氾濫 し、N2SD-1に 流れ込み、

さらにN2SD-2と の間の地山をも侵食 し

たものと思われる。

4.溝 。N2SD-2 主軸は南側では12.5

m、 北側はH。 10m、 方位はN37° Wを示す。

溝の底の高さは北側、南側共に9.22m、 表

土からの深さは1.56mと なる。

溝の状態を断面図によって観察すると、 2

段になっていることが分かる。下底部の幅は

約2.lmで あるが、底から50cmでは幅2.8mと

な り、そこから大きく広がって、天幅は5。 9m
となる。

5.溝 。N2SD-3 NlSD-1の 溝が

埋没後、その上に一条の溝が刻みこまれる。

N2SD-3で ある。溝の幅は南側では2.5m、

北側はN2SD-1と 重なるが、底の高さは

北側では10m、 表土からの深さ75cm、 南側 も

高さ10mで表土からの深さは75cmを計測する。

<第 12図

N3第一調査区平面図 N3

第13図レ

第一調査区N4区
第 2層平面図

5m
N4 N4



第14図 N2SD-2北 側断面図

③

第15図  N2SD― 1北側断面図

6.溝・ N2SD-4 N2SD-2の 溝が

埋没 したあとに、刻みこまれた溝で、主軸は

南側 16m、 北側11.45m、 方位はほぼNの方向

にある。

溝の高さは、北側で10.07m、 表土からの深

さは64cm、 南側では高さ10.15m、 表土からの

深さは60cmを 計測する。

7.溝 。N3SD一 ]主 軸は北側では、24

m、 南側では22.5m、 方位はN22° Wを示す。

底部の高さは北で8。 87m、 表土からの深さ

は1.95m、 南の高さは8.6m、 表土からの深さ

は2。 4mを計測する。

断面図によって観察すると、底の幅は北側

では45cm、 南側は35cmで、天幅は北で4.6m、

南では4.5mと な り、天幅が大きく広がってい

ることが注目される。

まず北側の東壁は底から40cm程のあた りか

ら階段状に広がる。底のセンターから主軸線

を引きそれを基準にして見た場合、底では22

cm対 して、40cm上では42cm、 50cm上で55cm、

60cm上では77cmと 段階的な広が りを見せ、底

から110cmで は125cm、 底から150cmの ところで

は、220cmに なる。

①明灰色土 (表土)

②茶褐色土 (す き床層)

③茶灰色土

④灰茶色土

⑤暗褐色砂質土

⑥暗灰色粘質土 (炭化物を含む)

⑦灰茶色 (炭化物を含む)

③灰茶色土 (粘質土)

⑨灰褐色土

⑩黄褐色土 (地山)

0          11

―

一方西側の側壁では、底部の幅22cmに対 し

て、東側壁よりはやや大 きな広が りを見せつ

つ、75cmの ところでは、85cmであるが、85cm

では、155cmと 階段状に広が り、135cmで、235

cmと 大 きく広がる。

これを北、中央部、南側で比較 してみると

第19図のようになる。

おそらく最初に掘削された溝の両壁は左右

対象にあった と思われるが、このような両側

壁の傾斜のアンバランス状態は、激 しい水の

侵食によって生じたもの と考えられる。

そうした観点からすると、少な くとも3回

の侵食作用が想定され、上流か らの水の流れ

に応 じて東壁が激 しく侵食される場合 と、西

壁の侵食が激 しい場合 とがみられる。

次にN3SD-1と N2SD-1・ N2S
D-2の 3条の溝を観察 してみると、第18図

のようになる。

N3SD-1が 最 も深 く、その断面はV字

形を呈する。それに対 してN2SD-1と N
2SD-2は 底が広 く且つ浅い。中でもN2
SD-1は 高さが 9、 7m程度で、N2SD
-2の 9.2m、 N3SD-1の 8.9mと 比較す

25



第16図 第一調査区溝断面図

N2SD-2

第17図 第一調査区溝南側断面図

D-3 N2SD-2

//     -10m

-9m

第18図 第一調査区溝北側断面図

るといかに浅いものであるかを知ることが出

来よう。問題はこの 3条の溝が計画的に掘削

されたものであるのか、或いは大規模な洪水

などによって形成 されたものであるのか とい

うことであるが、少なくともN2SD-1・
2の方位がほぼ平行しているのに対して、N
3SD-1の 方位はむしろ東寄 りになってお

り、すでにN3SD-1と N2SD-2と が

調査区の南側で接触する状態になっている。

しかも地山の断面にも顕著に表れているよ

うに、N3SD-1か ら溢れた水が、N2S
D-2の 間の地山を削ってN2SD-2に 流

れ込み、さらにN2SD-1と の間の壁は殆

ど残らないまでに侵食 してしまっている。N

9    .    ?m

3SD-1の 溢れた水を計画的にN2SD―
1・ 2に流すために流路を設定 したものか、

或いは激 しい水流によって偶然出来上がった

ものであるのか、今後の課題でもある。ただ

しN3SD-1の 溝 と、他の 2条の溝は構造

がまった く異なっていることには注目しなけ

ればならない。
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11.Om

lα Om

100m

①暗灰色土     ⑤暗褐色粘質土

②茶褐色土     ⑥茶褐色土(固 くしまる)

⑥茶灰色      ⑦濃茶掲色粘質土

④暗茶褐色粘質土  ③明茶褐色

第19図 N3SD-1断 面図

③濃茶掲色粘質土

⑩淡褐色

⑪緑灰色砂質土

⑫灰褐色粘質土

⑬黄褐色土 (地山)

⑭濃黄褐色土
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8,第一調査区・ N4区 N
3SD-1の 東の肩からN5
ポイントまでの間は、 2層に

及んでピット群が、さらに下

層からは 1条の溝N4SD―
1が検出されている。

第 2層は、すき廉層の直下

から包含層 とな り、表土から

35cmか ら40cm程の ところに遺

構面がある。 ここからは図に

見るように多数のピットと土

壌が検出されている。

ポイン トN3か らN4の間

を4区画に区分 して仮にA区、

B区、 C区、 D区 として見た

とき、A区のピットには20cm

を越える深いものが多 く、 B

区にはピットが少ない。C。

D区ではピットは相当検出さ

第20図  N4区 第 2層平面図
9  ,  .  em

では多数のピットを切 り込んだ形で溝が走っ

てお り、溝がピット掘削後に出来たものであ

ることを物語っている。

第 3層からも多数のピットも検出されてい

るが、主 として北西部に多 く、南東部には比

較的に少ないし、かつ浅いものが多い。

ピットが集中する北西隅に或いは何 らかの

建造物が構築されていたのかも知れない。

10.集石 N3調 査区か ら検出された集石

は、長径2.5m、 短径約 2mの範囲にこぶ し大

から大きいものは人頭大のものまでの礫を集

石 したもので、その間に多数の上器が混在 し

ていた。集石の天場はほぼ平坦であったが、

下場は深いところで約40cmに 達 している。

全体的に見た場合は、楕円形を呈 している

ようであるが、周囲は必ず しも規則的でな く

小石が散在する有様であった。

従って集石は、意図的に形造 られたもので

あるとは考えられない。

れているが、浅いものが多 く、 A・ C区では

多数のサヌカイ トの剥片を交えて多様な石器

も検出されている。

ただし先にも触れたように、 この水田はか

つてみかん畑になっていた時期があ り、遺構

面は相当攪乱 されていると考えなければなら

ない。

9,N4第 3層 第 3層は 2層 より15cm程下

層に認められた包含層で、地山を切 り込んだ

溝N4SD-1と 、ピット、土墳などが検出

された。

N4SD-1は 、N4調査区の北西の隅か

ら南東方向に斜めに走っている。

主軸は北側は30.5mで、幅は lm、 東側は

南N4ポイントか ら北に3.5mに あ り、幅は90

cmであるが、溝の最大幅は1.6m、 最 も狭い所

で90cmを 計測する。

溝の両肩は比較的不整形で、計画的に掘削

されたものとは考えられない。 しかも北西部

ぐ:三!2/ノ  c)田 03    q私キi

鞘 班
1/
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第21図  N2区第3層平面図

表土から集石の天場までは約30cmで、 しか

もN3SD-1の 溝が埋没 した直上に形成さ

れていることにも注目しなければならない。

集石下底部には掘方は認められないことなど

を勘案すると、集石はおそらく耕作中に鍬先

にかかった土器や小石を一か所に集めたもの

であろうと思われる。

この集石から出土 した土器は6291点、石器

および剥片は430点 を越えている。

土器は殆 どが細片で、ちなみに底部475点 の

うち、直径の計測が不可能なほ どの細片が

200点近 くもあり、 4分の 1程度の破片が108

点、ほぼ完形に近いものは僅か33点 に過ぎな

いことも、これ らの上器が耕作等の要因に

よって砕かれたものであることを物語つてい

る。

0            3m

第22図  N3集 石位置図
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表 1 第一調査区 N4・ 第二層ピット計測値 (単位cm)

表 2 第一調査区 N4・ 第二層ピット計測値 (単位cm)

No 直   径 さ

41

33.0 23.2
刀
仕 24.5 18.7

50 28。 1 。6
つ
０ 14.1

23.0 12.1

61 29,0
９

占

62 152.2× 95.0 46.2

25.0 l

24.2
９

，

21.6 16.8

70 42.8 16。

42.8 16.8

39,0 ９
」

９

，

74 219,8 0

21.0 ９

一

４９

一

７
ｒ 19,1 9。 3

14.8 7.8

78 54.8 19.7

81
９

色
９

， 4.8

82 64.5 11.9
Ｏ
Ｏ 22.6 7.9

84
９

， 8,3
Ｏ
Ｏ H。 6 14.0

86 7.3
Ｏ
Ｏ 17.9

88 4.1
Ｏ
Ｏ 19.0 27.3

No 直  径 さ
９

色 14.5

38.0 ９

し

54 15,0

55

56
Ｒ
υ 16.8 24.4

58 27.3 1

59 30。 1

60 34,7
９

色

l 20。 5 24.4

62 20。 2
つ
υ

資
υ 20.0 8.4
会
υ 25.0 19.1
父
υ 30.8

66 24。 2 29.7

26.5

68 24.5 6.0

69 16。 8

19.6 35.7

71 25。 8

72 24.0 25,9

22,7 19.9

74 10.0

75 19。 2
つ
υ

76 18。 1

77 27.0
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表3 第二調査区 ピット計測値 (単位cm)

No 直  径 さ
力
仕 15
刀
■ 30 (21 14
刀
仕

146
刀
■ 19

148 27

149 18

150 29

153

154 10

36

156
９

色

32

158

159
９

一

160 24

161 17

162 39 (26)
資
υ 29

164 30

20

26
父
υ

168
９

，

l 46

170 64

56
９

一 46

175 (46

18 (1

175

176
７
１ 19

178 37

179
９

色

180 19

181

98 (48)
Ｏ
Ｏ

９

色

184 18
Ｏ
Ｏ 64 (40)

186 (24)
Ｏ
Ｏ 14

188
９

一

189

190 (78)
９

一

7
９

， 10

194 31(26)
∩
υ

196
∩
υ

９

一

９
，

175 (94)

125(67)

117(37)

32 (18)

138(60)

No 直  径 深 さ
９

一

９
“

3
4

5
6
7
8
9
10

14

16 42

4

44

45 18

46 34
刀
■ 39

26
刀
仕 18

50

16
９

色

54 18
９

一

19

58

59 20

60 42

61
９

， 20

14

20
つ
０

カ
仕

９

七

食
υ 28

68 30

69 70

70 59

９

一

74 59

34

59

49

78 10

79

80

81

82
Ｏ
Ｏ 70

84 80)100
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第 2節 第 周査区

第二調査区は、ポイントN5か らN8の 30

m、 幅10mの 300∬ を発掘 した。

調査区は水田であったが、かつてはみかん

畑であつた時期があり、攪乱は遺構面に達 し

ていたものと考えられるЬ

現水田面の標高は10。 78mで、耕作土は10cm

程度 と比較的浅 く、その下に廉上がある。床

上の下は浅黄色の粘質土で遺物包含層 となる。

遺構のベースとなる地山は、黄褐色の粘質土

であるが、N6ポイントあた りでは砂礫層が

露出している所 もある。

溝N6SD-1は N6A調 査区の南西隅か

らゆるやかにカーブしてN7ポイントの東 3

mに達 している。その間N6ポイントあた り

では4m程北に張 り出している。

幅は最大 lm前後で、最 も狭いところでも

80cm程度で、ほぼ同じ幅であるが、底は砂礫

層に達 している。

この溝 も2箇所でピットを切っているとこ

ろからすると、周辺に多数残されているピッ

ト群の後から出来たもの としなければならな

い。なおこの溝は、N4SD-1に 接続する

ものである。

第二調査区か ら検出されたピッ トのデー

ターは表 3の とお りで、そのうち溝の南側か

ら検出されたピットはいずれも砂礫層に達 し

ているもので、後世の攪乱による可能性があ

る。また北西隅の方形の遺構は近代の貯水槽

の痕跡である。

0           5m

ＯＰ７２押がＷ７９Ｐ７４
第

配2 鳥四
靴腎

:?1 諸10P1030鳥4費

品
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。    

…ψ
    ∞ Pl¢ 7
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第24図 第二調査区平面図
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第25図 第二調査区WOSO～ W5SO断 面図

第二調査区はWlS-1か らW5Sl調 査

区までの 5区画、W4S-2、 AIV 5 S-3、

W6S-3の 4区画788.5∬を発掘 した。検出

された遺構 としては、hlV 6 S-3と VV5 S―

3で溝 1条が出土 した。

溝 W5SD-1 幅6.5m、 深さ90cmで、

溝の底は緩いU字形を呈する。黄褐色粘質土

の地山を切 り込んでお り、調査区の関係で延

長20m程度の調査に止めた。

第二調査区における地質の状況については

先に報告 した ところであるが、25図 に見るよ

うに、暗茶褐色土層の存在である。

この暗茶褐色土層は、WISOか ら2mあた

りからすき床土層の下に表れ、次第に深 くな

り、W3SOで はすき床層からの深さ40cmを か

ぞえ、次第に浅 くな り、W3SOか ら6m付近

で消滅する。すなわち延長34mに渉ってレン

ズ状の堆積層を形成 している。

この上層中か らは500点 を越 える土器片が

検出されているが、いずれも摩滅が甚だしい

ものばか りであった。

おそらく当時浅い くばみがあつたその痕跡

と思われる。

またほぼ全域にわたってすき床層の下には

包含層がな く茶褐色の粘質土層が堆積 してい

たことからすると、相当な地下げが行われた

可能性もある。

園鐵饉目暗茶褐色土層

に■1:41黄褐色土層 (地山)

離■報騨I砂礫層

第26図 第二調査区平面図
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第V章 遺物 (土器等)

■土器分類基準

出土品の整理・分類は、以下のような手順

で実施 した。

1 水洗

2 分類……分類表に従つて素分類を行つた。

総 数/出土品の総数

土器片/壺、甕、底以外の土器片

口縁部/壺、甕の区分はしないで一括し

ている

底 部/壺、甕を問わず、底部のすべて

体 部/土器の体部で施文があるもの、

または器形の復元が可能なもの

その他/蓋形土器、紡錘車等壺、甕以外

の器形または不明なもの

石 調/剥片で調整痕のあるもの

石 器/石器またはその一部

その他/礫、凹石等

以上の分類は第一次段階の素分類で、次の

段階の分類、整理でこの数値は変化すること

もある。この段階ではどの程度の出土品が

あったかその傾向を知るための資料である。

<甕形土器口縁部形態による細分>
比較的その特徴がつかみやすい甕形土器の

日縁部、および施文によって細分をおこなった。

口縁部の形態を8タ イプ (Aか らG、 その

他)に分類し、さらに施文の状態によって 3

タイプ (1か ら3)に細分した。

1・ 無文

2・ 5条までの沈線または、刺突文等の

あるもの

3・ 5条以上の沈線または、刺突文等の

あるもの

<底部の細分>

土器底部についての細分は、底の保存状態

によって 3タ イプ (A・ BoC)に 分類 した。

A・ ほぼ全形を保つているもの

B。 2分の 1程度のもの

C・ 4分の 1程度のもの

次に平底か上げ底か といつた底の状態に

よって 3タ イプに分類した。

1・ 平底

2・ 上げ底

3・ 穿孔のあるもの

次に直径によって4タ イプに細分した。

1・ 直径 5 cmま でのもの

2・ 直径10cmま でのもの

3・ 直径15cmま でのもの

4・ 直径15cm以上のもの

壷形土器については、出来るだけ実測し、

実測が不可能なものについては、断面を表示

している。

一一―― 甕形土器口縁部分類基準 一―一一

冨

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

昨

Ｆ

A 口縁端部が くの字に軽 く外反する

B 口縁端部が逆 L字形に外反する

C 呆辱櫂酵伊堰冒琶見暫
の凸帯が上部

D 塁曇堰啓ζ死冒
長方形の貼り付け凸

E 碁系電啓ζ批百
三角形の貼り付け凸

F 】量響謀亀,亀言ビ托塚
断面三角形

G 星§祝雪
が丸味を帯びるように折り
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第

第
1節
一調査区

第一調査区Nl区出土土器

Nl調査区からは総数3945点

の土器、石器等が出上 している。

(表 4)

甕形土器

分類基準に従つて細分 した甕

形土器は、第 4表の通 りである

が、Aタ イプの 1、 無文土器が

最も多 く、次にCの 1、 次いで

Eタ イプの無文土器が卓越 して

いる。沈線が施文されたもので

も、 5条以下のものに限られ。

それ以上のものは認められない。

壺形土器

口縁端部が朝顔状に大きく開

くタイプが第28図の4で、比較

的器壁は薄手のものが注目され

る。口頸部は欠けているが、第

28図 H・ 12は いずれも胴部のや

や上よりに張 り付け凸帯が入っ

ている。

<表 4>Nl区 出土遺物分類表

一遡
‐

可

３

ズ′
   10

第28図  Nl調 査区出土遺物 (縮尺 1/4)

調査区 総数 土器片 口縁部 底 部 その他 石調 石器 その他
3,945 3,238 力

仕 59 360
SD-1 Ｏ

Ｏ 7 5

■甕形土器分類表

A
l1213

B
11213

C
l1213

D
11213 1

つ
０

Ｅ

２

F
11213

G
11213

他
l1213

1411 211 131 1 1 6121 41

3 14 l 8 41

0.37 0.07 0,34 0.02 0.20

■底部分類表

l1213141112131411121314

Ｂ

２

11213141112131411121314 11213141112131411121314
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llは 断面三角形の凸帯で、12

は凸帯に刻み目が入つているが、

施文具は貝を用いている。何れ

も表面は摩滅が甚だしくて、調

整痕を見ることは出来ない状態

である。

第一調査区N2区出土土器

N2調査区は、ポイント10m

から20mの間約100∬である。

この調査区の遺物は遺構上部

を覆つている包含層か ら出土 し

た遺物 と、N2SD-1、 N2
SD-2、 N2SD-3、 N2

SD-4の 溝から検出された遺

物である。

遺構上部包含層の遺物は、表

5の通 りで、出土 した土器 と石

器等の遺物の総数は8223点であ

る。

甕形土器

分類表 5の通 りで、Aタ イプ

1の無文土器及び沈線 5条以下

のものが圧倒的に多 く、次いで

Eタ イプの沈線 5条から10条ま

での土器が多い。

司 (8了

下

７

　

４

第29図 N2調査区出土遺物 (縮尺 1/4)
<表 5>N2区 出土遺物分類表

調査区 総数 土器片 口緑 郡 底部 その他 石調 石器 その他

8.223 6,360 415 154
９

色

■甕形土器分類表

A
11213

B
11213

C
11213

D
11213

E
11213

F
11213

G
11213

他

11213
20 1 6 1 1 1 121 l l 34

26 1 3 1 1

0,76 0.03 0.06 0.09
０
じ

（
υ

（
υ

■底部分類表
Ｂ

２

11213141112131411121314

C
l    1   2   1    3

11213141112131411121314

Ａ

２

l1213141112131411121314
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壼形土器

口縁部でみると、29図 1・ 3

に見るように頸部の細いところ

の倍かそれ以上の広が りを見せ

る日縁のものを仮にAタ イプと

すると、頸部には沈線が 3条か

ら5条程度施文されるものと、

張 り付け凸帯を巡 らすものがあ

る。29図 1は凸帯に刻み目が施

されている、器壁は比較的薄手

のものが多い。

同じく口縁部が大きく外反す

るが、頸部の直径に対して、2倍

以下のもので、概 して頸部が短 く、

日縁端部は細 くなっている。

頸部の施文は 5条以内の沈線

か、凸帯文が巡 らされる。この

タイプは仮にB夕 4プ としてお

きたい。

Cタ イプは日縁部が軽 く短 く

外反するもので、殆 ど頸部には

文様がみられない。(29図 8・ 12)

Dタ イプは口頸部がほぼ直線

的に直立するもので、29図Hは軽

く外反する口縁部に 3条の沈線

が入り、かつ頸部には2条の凸帯

が巡らされている、器壁は薄く、

胎土にも概 して砂粒の混入が少

なく、色調は灰自色を呈している。

29図 17は蓋形土器で、日径22

cm、 深さ7.5cmを計る。

底 部

総数86点 を計測 している。殆

どが平底で底部の直径が 6 cmか

ら10cmま でのものが圧倒的に多

くみられる。Aタ イプで13点、

Bタ イプが19点、 Cタ イプが54

点 となっている。

√ ・ lav‐
―

― _

甥
―

第30図  N2調 査区出土遺物 (縮尺 1/4)



N2SD-1出 土土器

出上 した遺物は表 6の通 りで、

総数は7273点 に及んでいる。

甕形土器

表 6に見るように、Aタ イプ

の 1及び 2が全体の75%を 占め

ている。

他 B、 C、 D、 E、 Fの各タ

イプがほぼ10%に 満たない割合

で出上 している。

さらに分析すると、各タイプ

共に、施文は平行沈線文が 5条

以下のものが99%を 占め、日縁

端部に刻み目文を施すものも多

ヤゝ 。

32図 3は 口縁端部が軽 く外反

するAタ イプのものであるが、

口縁端に刻み目を施すだけでな

く、口縁近 くに 2条の凸帯が巡

らされ、それにも刻み目がみら

れる、 しかし凸帯に施さオとる刻

み日は口縁部 とは趣を異にし、

やや粗 く、指頭かまたは棒状の

ものを押 し付けたようになって

いる。
第31図

<表 6>N2SD-1出 土遺物分類表

5

N2SD-1溝 出土遺物 (縮尺 1/4)

調査区 総数 土器片 日縁部 底部 その他 石調 石 器 その他

7.273 6,016
０
０

刀
■ 160 158 81

■甕形土器分類表

A
11213

B
11213

C
l1213

D
11213

E
11213

F
11213

G
11213

他

l1213
1201 62 1 11121 61611 6151 181 11411 243

Ｏ
Ｏ 13 18 6 243

0.75 0,05 0,05 0.05 0.07 0.02

Ｃ

２

1 213141112131411121314

Ｂ

２

l1213141112131411121314

Ａ

２

11213141112131411121314
274
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沈線文は8条で、分類基準か

らするとAの 3に入る。

34図 4の甕は、日縁端部にや

や傾斜する縁を張 り付けたもの

で、刻み目が施されている。施

文H条の平行沈線文が箆状工具

によって施文されている。

器面の調整は、拓本によって

も見 られるように、全F本的に摩

滅 したものが多 く、調整痕はつ

かみ難いが、32図 1・ 4拓本の

33図 10。 12・ 13に見るように、

部分的にはけ目調整の痕跡を見

ることが出来る。

34図 5は 15.3cm、 日径 15。 4cm

の小形土器で、胴部が大きく張

り出し、19.2cmを計る。軽 く外

反する口縁部に3個の小さな孔

が明けられている。

32図 4は浅鉢形土器である。

口径38cmに対 して、高さ22.8cm

を計る。底部は小さく、8.5cmの

平底である。

壷形土器

31図 3と 4は、先にBタ イプ

としたもので、 3で は頸部の最

もしまった部分の直径が 9 cmに

対 して口縁部の直径は15cmで、

日縁部は軽 く外反する。胴部の

最もぶ くらむ位置が中央よりや

や下方にあって底部はやや上げ

底になっている。

施文は頸部に4条、胴部に3

条の平行沈線文が施される。 4

も同じタイプであるが、施文は

認められない。口縁部だけであ

るが、 5も 同じタイプと思われ

る。

第32図  N2SD-1溝 出土遺物 (縮尺 1/4)
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31図 1・ 2は頸部の直径に対

して、口縁部の直径がほぼ倍の

広が りをみせてお り、Aタ イプ

に属する。

それだけに長い頸部には凸帯

が 2条巡 らされ刻み目文が施さ

れる。

2の 口縁部はやや角ばつてお

り、広がる傾向にある。

器面の調整は 1で見ると、箆

磨きされている。

蓋形土器 31図 6

口径20cm、 深さ7.6cmで、つま

みの部分はやや凹んでおり、直

径6.8cmを計る。器面は箆磨きに

よる調整痕がみられる。

小形土器

壼形土器 3個 と浅鉢形手捏土

器 1点が出上 している。

34図 7は胴部の張 りが強 く、高

さ7.5cmに対 して、胴部の直径は

8 cmに 達 している。

強 くしまつた頸部からく字形

に口縁部が張 りだし、日径 5。 2cm

を計る。

34図 8は、胴部の張 りは少な

く、胴径 6 cmに 対 して高さ 9 cm、

く字形に軽 く外反する口縁部の

直径は 5 cmを 計測する。器面の

調整は粗 く、凹凸がみられる。

34図 9は高さ6 cmで、頸部 と

胴部下方に指頭痕がある、手捏

土器である。

34図 10は、高さ 3 cm、 口径 5

cmの ミニチュア土器で、手捏土

器である。

第33図  N2SD-1溝 出土遺物 (縮尺 1/4)
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底 部

計測 した344点 の内、平底が

328点で圧倒的で、次いで上げ底

10点、底部に穿孔のあるもの 6

点となっている。

平底のうち直径 6 cmか ら10cm

までのものが、236点、5 cm未満

10点、10cm以上が12点で、大部

分が10cm未満ということになる。

Ⅷ 可

_∠萱ェ各ヽ(卜巧
11

第34図  N2SD-1溝 出上遺物 (縮尺 1/4)
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N2SD-2出 土土器

出上した遺物は表 7の通 りで、

総数は3320点である。

甕形土器

表 7に見るように、計測 した

259点のうち、Aタ イプがH5点

で、そのうち 1の無文土器が72

点、平行沈線 5条以内のものが

39点で、Aタ イプが44%を 占め

ている。次いで Eタ イプが75点

で、そのうち 1・ 2が67点で90%

に達する。次にCタ イプの38点、

そのうち 1・ 2が30点で80%を

占める。

壺形土器

35図 2は、高さ26cm、 日径 15

cm、 頸部に断面が三角形の貼 り

付け凸帯が巡 らされている。そ

れに対して、35図 5は軽 く外反

する口縁部から頸部にかけては

短 く、頸部には平行沈線文 4条

が巡 らされる。

35図 4は肩から上部を欠いて

いるが、算盤玉のような胴部に

断面三角形の 2条の貼 り付け凸

第35図 N2SD-2溝 出土遺物 (縮尺 1/4)

<表 7>N2SD-2出 上遺物分類表

■甕形上器分類表

調査区 総数 土器片 口縁部 底部 その他 石 調 石器 その他

3.320 2,770
刀

，

A
11213

B
I1213

C
11213

D
11213

E
l1213

F
11213

G
11213

他
11213

72 1 39 1 4 31H11 1511518 21615 39 1 28 1 8 l 12 259

3 259
刀
■ 0,06 0.15

（
υ 0.29 0.01

■底部分類表
Ｃ

２

11213141112131411121314

Ｂ

２

11213141112131411121314

Ａ

２

1 213141112131411121314
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帯が巡る。

35図 1は小形土器で高 さ9。 2

cm、 日径 7。 2cm、 頸部 に指頭 に

よる調整痕が認められる。胴部

は中央よりやや下方で強 く張 り

出している。

35図 3の 口頸部は頸部の太さ

に対 して口縁部が大きくAタ イ

プに属する。口縁端は丸味を帯

びているが、内部に凸帯が施さ

れている。また頸部の凸帯は 2

条の貼 り付け凸帯で、刻み目が

施されている。さらに凸帯の下

には平行沈線が巡 らされている

が、それ以下は欠損 しているの

で、沈線が何条巡 らされていた

ものかは明らかでない。顎部に

はけ目による調整痕が認められ

る。

35図 5は頸部だけであるが、

5条の平行沈線文が施されてい

る。

底 部

347点が計測されている。

その うち平底が325点 で全体

の98%を 占めている。底径は10

cm以 内が303点で これ も全体の

87%を 占める。

上げ底のものは15点、穿孔の

あるもの7点で全体的には極め

て少ない。

””

第36図 N2SD-2溝 出上遺物 (縮尺 1/4)
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N2SD-3出 土土器

N2SD-3の 溝からは総数

7,035点 の土器・石器が出土 して

いる。

甕形土器

計測可能なものは94点であつ

たが、そのうち口縁部が軽 く外

反するAタ イプが64点で、全体

の68%を 占め、次に日縁部に断

面三角形の貼 り付け凸帯を持つ

ものが13%を 占めている。その

他 B、 C、 Dの各タイプがそれ

ぞれ 5%程度で、Aタ イプが圧

倒的に多い。また同じAタ イプ

においても、無文のものが50%

を越えており、次に沈線 5条以

内が35%で、無文が優位である。

以上甕形土器においては、A

からEタ イプまで器形器は多様

な様相を見せるもの、無文で口

縁部が軽 く外反するタイプが全

体の68%を 占めていることは、

この溝の性格の一端を物語 るも

のといえよう。さらにその他の

タイプの甕においても、沈線 5

『

第37図 N2SD-3溝 出土遺物 (縮尺1/4)

<表 8>N2SD-3出 土遺物分類表

調査区 総数 土器片 口縁部 底 部 その他 石 調 石器 その他

7,035 5,730 318 82
父
υ

■甕形土器分類表

A
l1213

B
I1213

C
11213

D
11213

E
11213

F
11213

G
11213

他
11213

38 1 23 1 3 6 21212 31111 7141 1 I

∩
υ

64 6 6 1 94

0.68 0.06 0.06 0.05 0.01

Ｃ

２

11213141112131411121314

Ｂ

２

11213141112131411121314

Ａ

２

11213141112131411121314

45



条以上のものが殆 ど見 られない

ことも、注目される。

37図 2は浅鉢形土器で、無文、

口縁部はく字形に軽 く外反 して

いる。37図 4は分類基準でみる

とA-2の タイプで、日縁部は

軽 く外反 し、 5条の平行沈線文

が施文されるほか、口縁端部に

も刻み目文が施文されている。

37図 5は E-3タ イプで口縁端

部に断面三角形の凸帯が貼 り付

けられ、 8条の平行沈線文が施

文されている。

壷形土器

37図 1は頸部に凸帯が 2条巡

り、下段には刻み目が施される。

37図 3は 1と 比較すると頸部が

筒形になって長 く、 7条の沈線

文が施文される。口縁部も 1と

比較すると2が、大きく朝顔状

に広がる。37図 6の頸部もおそ

らく2と 同じような口縁を持つ

ものと思われる。それに対 して

37図 7の 口縁部はく字形に軽 く

外反 し、頸部 も短 く微かな接合

痕を残 している。

37図 9は壷形土器の胴部であ

るが、胴部の張 りが比較的高 く

なっていることからすると、37

図 7の ような口縁部をもつもの

と思われる。

37図 8は甕形土器の底部であ

るが穿子しが施 されてヤゝる。

11

でひ

第38図  N2SD-3溝 出土遺物 (縮尺 1/4)
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N2SD-4出 土土器

出土 した土器片は1,038点で

あるが、殆 どが細片である。

壺形土器

39図は口頸部を欠いているが、

現存する高さは26cmで胴部は、

ほば中央部の張 りが強 く、直径

22cmを 計る。

形の頸部近 くに 2条の沈線文

が施されている。器面の調整は

部分的ながらヘラ磨きの痕跡が

認められる。

甕形土器

口縁部が軽 く外反するAタ イ

プが80%を 占めており、そのう

ち無文 と沈線文 5条以内が相半

ばする。A-2タ イプには39図

3・ 6の ように口縁端部に刻み

目文を施すものもある。

底部は残存率 4分の 1以下の

ものが殆 どであるが、中でも直

径10cm以 内のものが圧倒的に多

数を占める。
4                  5

第39図  N2SD-4溝 出土遺物 (縮尺 1/4)
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<表 9>N2SD-4出 土遺物分類表

調査区 総 数 土器片 回縁部 底 部 その他 石調 石 器 その他

1,038 934 3 49

■甕形土器分類表

A
l1213

B
11213

C
11213

D
11213

E
l1213

F
11213

G
11213

他
11213

17 1 15 1 311 1 I 111 ′
■

4 1 1 40

0。 1 0.03 0.03 0,05

Ｃ

２

l1213141112131411121314

Ｂ

２

l1213141112131411121314

Ａ

２

11213141112131411121314

47



N3調査区出土土器

N3の遺物は、N3SD-1
の溝の上部の包含層及び、ピッ

トの周辺から出上 したものであ

る。

総数7,051点 、そのうち石器及

びサヌカイ トの破片は1500点 近

くになっている。

壺形土器

40図 9は肩から頸部に向かっ

て次第に狭 くなり、短い頸部か

ら軽 く外反する日縁部を持つ、

それに対 して40図 7も 短い頸都

から口縁部が軽 く外反するもの

の 9と 比較するとやや頸部から

口縁部までの外反度が緩 くかつ

緩やかな くの字形になって くる。

40図 1・ 3・ 5な どもこのグルー

プに属する。

40図 8は 口縁部が軽 く外反す

るタイプであるが、頸部が筒形

を呈するところに特徴がある。

40図 2・ 4・ 10は 口縁部が朝

顔状に大きく広がるタイプで、

4に は口縁内部に凸帯が施され、

11

12

第40図  N3調 査区出土遺物 (縮尺 1/4)

く表10>N3区出土遺物分類表

調査区 総数 土器片 口縁部 底部 その他 石調 石器 その他
7,051 5,085 260 448 刀

仕 898

■甕形上器分類表

A
11213

B
l1213

C
l1213

D
11213

E
I1213

F
l1213

G
l1213

他
l1213

68 1 22 1 717 101511 ９

， 1812 l 1211 146
90 ９

一 20 4 刀
■

0,62 0.1 0。 1 0.01 0。 14
∩
υ

■底部分類表

11213141112131411121314

Ｂ

２

11213141112131411121314

Ｃ

２

11213141112131411121314
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10は 口縁端部が角ばつてそこに

沈線が入る。40図 12は蓋形土器

である。

甕形土器

口縁部が軽 く外反するAタ イ

プが全体の620/Oを 占め、そのう

ち無文のものが75%、 残 りが沈

線文 5条以内のものである。

日縁部に断面三角形の貼 り付

け凸帯を巡 らす Eタ イプの口縁

部を持つ甕形土器は14%である

が、ここでも無文のものが90°/o

を占めている。

日縁端部の貼 り付け凸帯が断

面三角形を呈 し、かつ上面が平

坦になるCタ イプ、茨び貝占り付

け凸帯が断面長方形になるDタ

イプがそれぞれ10%の割合で出

上しているが、それにしても施

文は無文か平行沈線文はいずれ

も5条以内である。

底 部

残存率50%程度のもの Bタ イ

プと、 4分の 1程度のものCタ

イプがそれぞれ50%を 占めてい

る。特にBタ イプのなかでも底

部に穿孔のあるものが50%を 占

め、そのうち直径 6～ 10cmま で

のものが70%に達 している。

それに対 して残存率25%程度

のものには平底のものが96%を

占めてお り、特徴的である。そ

の他 A・ BoCタ イプそれぞれ

に点数は僅かながら上げ底のも

のが認められることは注目すべ

きである。 第41図  N3調査区出土遺物 (縮尺1/4)
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N3SD一 ]出土土器

延長僅か10mの溝N3SD―
1か ら出上 した遺 物 は総 数

31,940点 とい う膨大 な点数で

あつた。そのうち石器及びサヌ

カイ トの剥片等 は1,630点 に達

している。

壷形土器

42図 1は底部が欠けているが、

ほぼそのプロポーションを把握

することが出来る。

この土器の特徴は重心が低 く

胴部の最大幅が中央部より下位

にあることである。

さらに短い頸部から鋭 く外反

する口縁部をもち、頸部 と肩に

沈線が施文される。

42図 2の壷は、短い頸部から

鋭 く外反する口縁部を持つが、

胴部はほぼ中程に強い張 りがあ

り、球形を呈する点で、 1の壺

とは様相を異にする。

42図 3は頸部に沈線が間隔を

おいて 2条施文される点では、

また 1・ 2よ り進化 したもの、
第42図  N3SD-1溝 出土遺物 (縮尺 1/4)

<表11>N3SD-1出 土遺物分類表

調査区 総数 土器片 口縁部 底部 その他 石調 石器 その他
3と ,940 26.789 2.153 1.369 62 1.296

■甕形土器分類表

A
l1213

B
I1213

C
l1213

D
11213

E
11213

F
11213

G
l1213

他
l1213

3061128111 38 1 19 1 4 1541 48 1 36 66132116 163141119 1311313 l 1

刀
■

刀
■ 238 114

９

一 29 l 1

0.40 0.05 0。 30 0.10 0。 20 0.03 0。 001 0.001

■底部分類表
Ａ

２

11213141112131411121314 11213141112131411121314 11213141112131411121314
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42図 4は頸部が筒形を呈する、

おなじタイプが43図 3・ 4であ

るが、43図 13は壺形土器の底部

であるが、やや上げ底の底部に

ヘラ描きの沈線で 0に十字の文

様が描かれている。

43図 14は 口縁部が欠けている

が残存高16.8cmの 小形壺である

が重心の低い胴部の幅は12cm、

筒形を呈する頸部から口縁は軽

く外反するもの と思われる。

43図 1は頸部か らゆった りと

大きく外反する口縁部を持ち頸

部には凸帯が巡っている。

44図 8は間隔を置いた平行沈

線文が 4条、44図 4は 8条の沈

線文が施文されている。43図 9

は頸部に断面が三角形の鋭い凸

帯が巡 り、日縁端部もやや丸み

を帯びて肥厚 している。さらに

43図 Hは外反 した口縁部の端が

平坦な縁を形成する。43図 7は

42図 4の タイプに属する。次に

44図 6～ 13ま での上器は口縁部

だけであるが、口縁端部 と、口

縁の内部に凸帯が貼 り付けられ

た一群である。

44図 6～ 9ま では、口縁部が

朝顔状に大きく広がる形で、や

や角ばった端部に凹線文が引か

れ、 6と 9に は亥Jみ 目が入ヤ化ら

れる。口縁内部には 1・ 2条の

凸帯が貼 り付けられている、い

ずれも破片で、凸帯がどのよう

な形であったのかは明らかでな

い。44図 10は締まった頸部から

くの字形に口縁部が立ち上がっ

たもので、頸部の くびれ部に 2

潅≦ 戸

再峯 ||||ア

クテテテ:二‐~――'メ

]1

第43図 N3SD-1溝 出土遺物 (縮尺 1/4)
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条の刻み目を入れた凸帯がめく
｀

る。日縁内部には3条の凸帯が

貼 り付けられ、刻み目が入れら

れている。

44図 Hは大きく広がった口縁

部が水平になって縁を形造って

いるもの、端部には凹線が入 り、

刻み目が付けられている。

おそらく頸部は筒形を呈する

ものと思われる。

44図 12は頸部から軽 く外反す

る口縁部の端には刻み口が入 り、

頸部に沈線文が巡 らされる。

44図 13はゆった りとした頸部

から八字形に外反する口縁部を

持ち、口縁端部には凹線文が入

り緻密な刻み目が施されている。

頸部の凸帯 2条はやや間隔を

おいて巡 らされ、それぞれに刻

み目が入る。

口縁内部の凸帯 も刻み目が付

けられている。

N3SD-1

甕形土器

計測可能な甕1,H2点 を計測

した (表■)。

Aタ イプ 。日縁部が く字形に

軽 く外反す るもので、全体 の

40%、 そのうち無文土器 (1)

が68%で最 も多 く、次いで沈線

文 5条以内の上器 (2)が約30%

となっている。

A-1タ イプ、49図 3は 口径

21cm、 摩滅が甚だしいが部分的

にハケロ調整の痕跡が認められ

る。49図 Hは浅鉢形土器で底部

はやや上げ底になっており、下

半分にヘラ磨きの調整痕がみら 第44図  N
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ヤ化る。

A-2タ イプ、49図 1・ 2は、

いずれも口縁端部に刻み目が入

り、平行沈線文が施される。48

図3は 口径20.8cm、 頸部に3条

の平行沈線文が入つている。A
-3タイプ、48図 6・ 7で 6に

は5条の沈線文の間に円形の刺

凸文が入っている。 7は櫛目文

土器。

第45図  N3SD-1溝 出上遺物

(縮尺 1/4)
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Bタ イプ、口縁部が逆 L字状

になるもので、全体的には5%
程度で、比較的に少ないが、な

かでも無文のB-1タ イプはB

タイプの中では最も多 く60%を

占めている。

沈線文が 5条以下のB-2タ
イプは 3%、 沈線文が 6条を越

えるB-3タ イプは6%と B―

2.3は 極めて少ない。

49図 6は B-2タ イプである

が、底部が欠損 している。

頸部に 1条の沈線文が施文さ

れている。器面の調整はハケロ

調整で、縦方向にハケロがみら

れる。48図 5は或はA-3タ イ

プに入るものであるのかも知れ

ない。48図 9・ 12は B-2タ イ

プである。

ｌ‐

第46図  N3SD-1溝 出土遺物 (縮尺 1/4)
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C-1の 無 文 土 器 は46図

1.2. 3がそれであるが、46

図 1に は部分的にハケロ調整痕

がみられる。45図 13か ら18こ の

タイプである。

C-2の 平行沈線文 5条以下

は数少ないが、46図 8、 47図 8

には日縁端部に刻み目が入って

いる。

C-3は 文様に極めて多様な

様相を見せる。49図 7は 口縁端

部には刻み目が入 り、頸部の沈

線文は上段が 6条、下段が 5条

の平行沈線文が施文され、その

間に山形の半載竹管文が入つて

いる。

47図 1は 口縁端部に刻み目文

がつけられ、頸部の櫛目文の下

に櫛状工具による押圧文が施文

される、さらに口縁の上面にこ

れもハ字形の半載竹管文がある。

器面の調整は部分的にハケロ文

が認められる。

47図 9は 口縁部が剥離 してい

るものであるが、櫛目文の上下

に目の細かい刺凸文が巡 らされ

ている。おそらく47図 1と 同じ

技法であろう。

49図 8、 47図 Hも このタイプ

である。
７

平
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第47図  N3SD-1溝 出土遺物 (縮尺 1/4)
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Dタ イプ

ロ縁端部に断面長方形の貼 り

付け凸帯を巡 らしたもので、C

タイプと区別 し難いものもある。

甕形土器全体の10%程度で低率

である。

49図 12は D-1タ イプで、口

縁部の直径38.3cmの 大形の甕で

あるが、ヘラ磨きの痕跡が認め

られる。

48図 8・ 10な どもこのタイプ

である。

47図 3は頸部に櫛 目文が施文

されたもの、47図 7は D-3タ
イプ。

Eタ イプ

ロ縁端部に断面三角形の貼 り

付け凸帯を巡 らしたもので、し

かもその貼 り付け凸帯の上面が

斜め下に傾斜 しているもの。甕

形土器全体の20%を 占めている。

Eタ イプの中では無文 E-1が
73%で圧倒的に多 く、 E-2が
18%、 E-3が 8%の低率であ

る。

48図 15。 14・ 13は E-1タ イ

プで無文土器、47図 1・ 3・ 4

はE-3タ イプ、 1・ 3は頸部

の平行沈線文の下部に刺凸文が

巡 らされている。48図 5・ 7は

多条化 した平行沈線文土器、49

図 8は櫛目文が施文される。
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第48図  N3SD-1溝 出土遺物 (縮尺 1/4)
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Fタ イプ

全体の 3%と いう低率である

が、日縁部に貼 り付けられた断

面三角形の凸帯が、端部よりや

や下位にあるもの。

45図 14か ら21ま では、このタ

イプであるが、45図 19は無文土

器、45図 20は沈線文が 5条入っ

ており、 F-2タ イプ、45図 18

は頸部に4条の平行沈線文が施

文され、さらに凸帯の上にも2

条の沈線が入る。45図 16・ 17は

櫛目文土器。17は凸帯が極端に

下がつている

Gタ イプ

僅か 1点であるが、45図22は

上下 2段の沈線文の間に半載竹

管文の山形文が施文されている。

底 部

計測可能な底部のうち残存率

25%の ものが、74%で圧倒的に

多 く、次いでほぼ全体の形態を

止めるAタ イプが14%に なって

いる。

Cタ イプのうち直径 5 cm、 以

上10cm以内のものが、85%、 次

いで直径10cm以上が 7%と 圧倒

的に少な くなる。

残存率のいいAタ イプには直

径 6 cm以上10cm以 内のものが、

60%を 占めている。

第49図  N3SD-1溝 出土遺物 (縮尺 1/4)
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N3SD-1(下 層)

出上上器

50図 1は 口縁部だけの破片な

がら、その特徴をよく表 してい

る、口縁端部の刻み日、内部の

凸帯、大きく開いた口縁は、50

図 2の 口縁を更に開かせた感が

する。50図 6は頸部が筒形に延

び、凸帯 と沈線文がめく
｀
る。口

縁内部の凸帯は 1条であるが、

破片のために全貌は明らかでな

ヤゝ。

形態的に50図 6に近いものが

2、 4、 7であろう。50図 6は

頸部に 3条の亥Jみ 目を持つ凸帯

文 と6条の平行沈線文が見 られ

る。50図 4は頸部に刻み目を施

した凸帯文 2条、 と口縁端部刻

み目が特徴、50図 8は筒形の頸

部の凸帯文 と口縁内部の注目状

の凸帯が注目される、頸部の施

文は4条の刻み目を施 した凸帯

と、その間 と、上下に3-4条
の平行沈線文が描かれている。

50図 5・ 6の 口頸部が肩から

頸部、そして口縁都へ とゆるや

かなカーブを描いて移行するの

に対 して、50図 3、 8は肩 と頸

部の接合部が く字形に区分され

ている点に特御め あゞる。

頸部の施文は9条の平行沈線

文。50図 9は肩から直立する口

縁の端部に断面三角形の刻み目

を有する凸帯が巡 らされる。

50図 10は 肩から頸部の接点あ

た りに平行沈線文 と、三角形の

刺凸文を施文 した体部の破片。

形態は50図 9が想定される。 第50図 N3SD-1溝 出土遺物 (縮尺 1/4)
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N3SD-1(下 層)

出土土器

甕形土器

51図 9・ 5は A-2タ イプで、

口縁部が軽 く外反 し、 3条の平

行沈線文が施文され、口縁端部

に刻み目が施されている。

Cタ イプの甕形 土器・51図

1・ 7、 日縁端部の貼 り付け凸

帯は上面が平坦になる断面三角

形を呈する。51図■は4条の平

行沈線文 と口縁端部の刻み目の

あるタイプはC-2、 51図 2・

6は櫛目文が施文されているC

-3タイプである。

51図 8は D-2タ イプで、口

縁端部の貼 り付け凸帯は角ばつ

た長方形で、刻み目文を施 して

いる。51図 1は 6条の沈線文を

持つているもので、D-3タ イ

プである、口径20cmで 口縁端部

には刻み目がある。

51図 2・ 4は Eタ イプの甕で

51図 4は無文で E-1タ イプ、

51図 2は E-3タ イプである。

口径20cm、 貼 り付け凸帯には刻

み目があり、 8条の沈線文は乱

れており、その下には刺凸文が

巡らされる。

51図 3は直立口縁の浅鉢形土

器で、無文、摩減が激 しいが、

部分的にヘラ磨きの痕跡が見 ら

れる。
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第51図 N3SD一 l溝出土遺物 (縮尺 1/4)
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N3集石出土土器

N3調査区から検出された集

石は直径2.5m、 短径 2m、 深さ

40cmにすぎないものであるが、

多数の上器や石器が出土 してい

る。

出上 した土器・石器の総数は

6,291点、そのうち石器及びサヌ

カイ トの破片は641点 に達 して

いる。

壷形土器

51図 1 ・ 2 ・ 3 ・ 41ま頸郡に

削 りだし凸帯のあるもの、やや

ゆつた りとした頸部から、ゆる

やかなカーブを描 きなが ら広

がつてい く口縁部をもつ。52図

5・ 6は沈線文のあるもの。52

図 7・ 8も頸部に沈線文を描い

からくの字形に口縁部が形造 ら

れるタイプ。20は筒形にのびた

頸部から口縁部が軽 く外反する

もの、52図 12・ 22も このタイプ

であろう。13は 口縁端部が水平

なるまでに広がったその端部凹

線文が入っている。52図 14か ら

17ま での口縁部は頸部の状態が

明らかでないが、 1・ 2の タイ

プに属するものであろうか。

図化は出来ていないが、頸部

に貼 り付け凸帯のあるものが 3

点、日縁端に凹線文があるもの

が 2点出土 している。

甕形土器

口縁部が く字形に外反するA
タイプが58%、 断面三角形の凸

帯をもつ Cタ イプが19%、 その

他 Eタ イプが10%と なっている。
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第52図  N3集 石出上遺物 (縮尺 1/4)
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53図 1・ 2・ 3・ 5・ 6は無

文土器でA-1タ イプ。

53図 4・ 7 ・ 8か ら13・ 15は

A-2タ イプで 5条以内の沈線

文が施される。

53図 18・ 19は Cタ イプの無文

土器 (1)、 14は沈線文 6条以上の

B-3タ イプである。

53図 17は 断面三角形の凸帯が

斜め下に傾斜 していることから

E-2タ イプ。

底 部

残存率25%程度のものが55%、

次いで50%程度のものが28%、

ほぼ完全な底部が17%と なって

いる。

残存率25%の Cタ イプでは平

底のものが91%の大部分を占め

ている。底部の直径は6か ら10

cmま での 2タ イプはAタ イプで

は17%の うち66%、 Bタ イプで

は28%の うち78%、 Cタ イプで

は、55%の うち790/0を 占めてい

る。

底部分類表

Ⅷ く乱

７

・く

　【中

第53図 N3集石出土遺物 (縮尺1/4)

18

く表12)N3集石出土遺物分類表

調査区 総数 土器片 日縁部 底部 その他 石調 石器 その他

6.291 4.844
拓
■ 199

■甕形上器分類表

A
11213

B
11213

C
l1213

D
11213

E
11213

F
11213

G
l1213

他

l1213
19128 411 2161 1 51

47 5 9 5 81

0.58 0,19 0,06 0.11 0.06

Ｃ

２

11213141112131411121314

Ｂ

２

1 213141112131411121314

Ａ

２

11213141112131411121314
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N4区第二層出土土器

N4区第 2層か ら出上 した遺

物は総数3751点であるが、ここ

からは多数のサヌカイ トの剥片

や石器が出土 している。

壷形土器は54図 1が注目され

る、口縁部は軽 く外反 し、重心

が低 くなっている。肩 と頸部に

沈線が各一条施文されているが、

その部分にかすかに接合痕が認

められる。

その他の壺形土器はいずれも

細片で、器形が判明するものは

ほとんど認められなかった。

54図の 3・ 5は 口縁部が大き

く外反するタイプで、 1に は、

口縁端部に沈線が入っている。

その他54図 2・ 4・ 6・ 7も

口縁部だけの細片であるが、や

や筒形を呈する頸部 と、軽 く外

反する日縁に特徴がある。

¬ F
6

第54図  N4調 査区第二層出上遺物 (縮尺 1/4)

(表 13)N4区出土遺物分類表

調査 区 総 数 土器片 日縁部 底 部 その他 石 調 石 器 その他

3,751 2,225 178
Ｏ
Ｊ 108 1,024

■甕形土器分類表

A
11213

B
l1213

C
11213

D
11213

E
l1213

F
l1213

G
11213

他
11213

101 111 214 121 1

つ
０

９

色

９

ｔ 6 2 1

つ
０

0.69 0.06 0.17 0.06 0.03

■底部分類表

11213141112131411121314 11213141112131411121314 11213141112131411121314
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甕形土器

口縁部が軽 く外反するAタ イ

プが全体の76%を 占めてお り、

そのうち無文のものが30%、 沈

線文 5条以内のA-2タ イプが

約70%を 占めている。

55図 2・ 3・ 4・ 5・ 17は A
-2タ イプで、口縁部に 2条か

ら3条程度の平行沈線文が入っ

ている。

A-1タ イプの無文土器にも、

55図 12・ 16の ように口縁端部に

刻み目文が施文されているもの

もある。

55図 14は 口縁部が逆 L字形に

外反する、 B-2タ イプである

が、出土点数は少ない。

55図 19・ 20は 口縁端部の貼 り

付 け凸帯が断面三角形で、 しか

も上部が斜め下に傾斜するEタ

イプで、沈線文が 5条以内の 2

タイプということになる。 この

タイプも全体的には僅か4%に

すぎない。

図 1の浅鉢形土器は、器高9.2

cm、 口径ll.6の小形で僅かに外

反する口縁部 と4条の沈線文が

施文されている。

底 部

計測可含ヒなものは43点 に過 ぎ

なかったが、殆 どが25%程度の

残存率のもので、62%を 占めて

いる。そのうち平底が96%に達

している。全体的にみた場合、

43点のうち平底が41点 を数える。
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N4区第二層出土土器

出土 した遺物の総数 は332点

で、相対的に少ないが、第 2層

と比較すると石器及び剥片の数

も7点で少ない。

壷形土器

56図 1は 口縁部 と底の部分が

欠落 しているが、全体的なプロ

ポーションは54図 1の壷に近い。

色調は灰褐色で薄手であること

も両者相通ずるものがある。56

図の 2・ 6いずれも壷形土器の

口頸部であるが、頸部は筒形を

呈 して、日縁が軽 く外反する。

56図 6・ 7は 口縁部が大きく広

く外反するタイプで、頸部には

削 り出し凸帯が巡 らされる。そ

れに対 して56図のHは貼 り付け

凸帯になっている。 9・ 10。 12

は胴部の施文が見 られるが、10・

12が削 り出し凸帯、 9は二条の

凸帯が巡 らされている。

甕形土器はいずれも口縁部が

軽 く外反するAタ イプで、無文

のものに口縁部に刻み目が付け

られるものもある。

(表 14〉 N4第二層出上分類表

踊
16 罐て7

轡 て

Ⅷ 7 鸞鑽マ 鰹 7
20

鐵了
23

22

(縮尺 1/4)

鮎＼

11

に影＼

Ⅷ
第56図  N4調 査区第二層出上遺物
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調査区 総数 土器片 口緑 剤 底 部 その他 石 調 石器 その他
332 249 ９

ｔ

９
一 1 l

■甕形土器分類表

A
11213

B
11213

C
11213

D
11213

E
と1213

F
11213

G
l1213

他

11213
812 10

10 10

1

■底部分類表

11213141112131411121314 11213141112131411121314

Ｃ

２

11213141112131411121314

64



総数741点 の遺物が出土 して

いる、そのうち石器及びサヌカ

イ トの剥片は152点 で、第 1調査

区のN4区 と比較すると格段に

少ない。

この調査区は、先にも触れた

ように、遺構の基盤 となる地層

が部分的に砂礫層になっている

ために遺物包含層が薄 くなって

いることにも起因している。

或いはかつてはみかん畑に

なっていたこともあり、相当深

く攪乱が行われたり、地下げが

行われたものと思われる。

壷形土器

57図 5-4は頸部が く字形に

折れ曲がり口縁部が形造られる、

このタイプが 7・ 8・ 9である

が、4の ように,ヒ較的に大きく

広がる口縁部をもつものと、7・

8の ように短 く折れ曲がる口縁

部をもつものとの 2タ イプがあ

＼  I Z

―
×,              9

第57図 第二調査区出上遺物 (縮尺 1/4)

(表 15〉 第二調査区出土遺物分類表

調査区 総数 土器片 日縁部 底部 その他 石調 石器 その他

741 419 109 61 10

■甕形土器分類表

A
11213

B
l1213

C
11213

D
l1213

E
11213

F
l1213

G
11213

他
11213

10171 511 11 71 1 12 1 l 40

7 2 10 1 I 40

0,43 0.05 0.18 0.05
９

ｔ 0,03 0,03

■底部分類表

11213141112131411121314 11213141112131411121314 11213141112131411121314
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る。それに対 して57図 5・ 6は

筒形の頸部から口縁部が軽 く折

れ曲がるもの。 1から4ま では

4タ イプか或いは、頸部からゆ

るやかに口縁部が広がってい く

タイプのものか明 らかでない。

57図 12は小形土器で、高さ3.8

cm、 口径4.4cmを 計る。

甕形土器

口縁部が くの字形に折れ曲が

るAタ イプが43%、 断面三角形

の凸帯を持つ Eタ イプが25%、

Cタ イ プの断面 をもつ ものが

18%と なっている。Aタ イプの

中でも58図 3・ 6の ように無文

のものが58%、 58図 1・ 2・ 4

のように沈線が 5条以内のもの

が41%で、 この両者で43%を 占

めている。次に58図 9・ 14の よ

うにCタ イプ、58図 H・ 13の よ

うな Eタ イプの上器が18%で あ

るが、58図 13は櫛 目文が施文さ

れている。また12の ような Fタ

イプの上器も若千検出されてい

る。

底 都

残存率25%程度のCタ イプの

ものが77%を 占めて、 ここでも

土器の細片が多いことを物語つ

ている。

Cタ イプのうち、平底で直径 6

cmか ら10cmま でのものが85%を

占め、底の完形品は僅か 8%に
過ぎない。

年

　　【
［

年

一

勝

Ｈ

ＩＩ

ＩＩ

ロ

イナ
５

くゝ鰤轟誤ロタ        13

第58図 第二調査区出土遺物
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第二調査区からは総数494点、

W5SD-1か らは916点 の遺

物が出土 している。そのうち石

器及 びサ ヌカイ ト片 は52点 で

あった。

壼形土器

59図 2・ 3・ 4は いずれも口

縁部だけのものであるが、頸部

から軽 く外反する口縁部の感触

がある。

甕形土器

計測観察できたものは僅かに

10点 に過ぎないが、いずれも口

縁が くの字形に軽 く外反するA
タイプで、 9点が無文、 1点が

口縁部に刻み目を持ち 3条の沈

線文が施文されている。

他の無文土器には口縁端部に

刻み目を持つもの 4点、施文の

全 く無いもの 5点である。 第59図 第二調査区出土遺物 (縮尺 1/4)

(表 16)第二調査区出土遺物分類表

調査区 総数 土器片 口緑 蔀 底部 その他 石調 石器 その他

916 772 25 18

■甕形土器分類表

A
l1213

B
11213

C
11213

D
11213

E
l1213

F
11213

G
11213

他
l1213

911 10

10 10

1

■底部分類表

11213141112131411121314 11213141112131411121314 11213141112131411121314
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土製品

紡錘車

1・ N2SD-1出 土、

直径5.2cm、 厚さ1.8cm片面は

平面であるが、他の面はやや丸

味を帯びている。孔径 0。 8cm。

2・ 7、 N2SD-2出 土

2は直径 5。 3cm、 厚さ1.2cm、

両面共にやや丸味を帯びている。

孔径0.6cm。

7、 直笛 .8cmh厚 さ2 cm算盤

玉のように中央部が厚 くなって

いる。孔径1.3cmh焼成良好である。

3・ 4、 N3SD-1出 土

3は土器片を転用 したもので

直径4.4cm、 厚さ0.8cm、

4、 直御 。2cm、 厚さ0。 6cm、 孔

径0。 4cmでややカーブしている。

円 盤

5・ 6、 N3SD-1出 上、

5、 直径3.8cm、 厚さ片面 1.6

cm、 薄いところで1.2cm、 土器片

を転用 している。

6、 直径4.6cm、 厚さ1.4cm、

土器片を転用 したもの。

上 錘

8、 N2SD-1出 土

長さ9.5cm、 幅4.6cm断面は円

形で、長軸に穿孔がある。孔径

0.6cmを計る

9、 N2SD-2出 上

長さ4.3cm、 幅2.8cm、 断面は

円形を呈する、長軸に穿孔があ

り、孔径0.6cmを計 る

10、 N3SD-1出 土

長さ7.4cm、 幅2.7cm、 断面は

楕円形、片面からの穿孔は、途

中 5 cmで止まっている。

中
3 N3SD― l

6 N3SD-1

第60図 土製品 (縮尺 1/2)
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土錘であるが或いは他の用途

があるのかは明らかでないが、

手法は土錘の手法である。

木製品

61図 1は N3SD-1の 溝の

最下層から出土したもので、全

長25.9cm、 歯部の幅14.5cm、 や

や厚 くなっている基部では現存

12.3cmを 計る。

主軸の中央部よりやや基部寄

りに厚さ2.4cmの 舟形 を呈する

ふ くらみがある。このふ くらみ

の部分は横断面で見た場合やや

一方に偏つてお り、 これを基準

に幅を復元すると全長およそ16

cmに なる。片面は平面であるが、

ふ くらみがある面は粗い調整痕

があり、部分的に幅 2 cmほ どの

ノミ跡 と思われる痕跡が認めら

れる。樹種はヨナラ節、ヨナラ

に属するカシワ、 ミズナラ、コ

ナラと分析されている。

61図 2

全長25。 5cm、 基部の最も太い

所で 7 cmを 計る。先端部が斜め

に切 り取 られてお り、杭の先端

部 と思われる。基部に近い とこ

ろに節があつてその部分がやや

太 くなっている。中は空洞 に

なっているのは腐食のためと思

われる。

樹種はヒノキ科でヒノキ科に

属するヒノキ、アスナロ、サワ

ラ、ネズコのいずれか と鑑定さ

れている。

N3SD-1の 溝の最下層か

ら鍬の未製品 と共に出土した。

2

●遺物名/杭
●樹種名/ヒ ノキ科

※備考 :ヒ ノキ科に属する樹種、

ヒノキ、アスナ回、

サワラ、ネズコ

第61図 木製品 (縮尺 1/4)

1

●遺物名/鍬末製品

0樹種名/コ ナラ節

※備考 :コ ナラ節に属する樹種、

カシワ、ミズナラ、コ

ナラ等
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第Ⅵ章 遺物 (石器等)

N2区  SD-2出 土石器 (第 70図～73図 )

この溝からは石鏃、石錐、楔形石器、石包

丁、スクレイパー、柱状片刃石斧などの石器

とともに多量のサヌカイ ト片が出土 した。 S

l～ 44・ 48いずれもサヌカイ ト製である。S6・

8は楔形石器で、平行するように対応する2

辺に細部調整が行われている。 SHは二次加

工がほとんど行われていない。石錐の素材剥

片であろうか。 SH～ 15・ 17・ 20・ 22～ 23・

26・ 27・ 39は スクレイパーである。剥片の形

状は不定であり、長方形、方形、円形などさ

まざまである。今回は剥片の周縁に細部調整

が十分に行われており、刃部が作出されてい

るものをスクレイパーとして扱ったが、調整

剥片のなかにスクレイパーとすべきもの多 く

が含まれていることを断ってお く。 S31は二

次加工のある剥片で、刃部はまだ形成されて

いない。ただ上端面に細部調整を集中して行

うことで、快 りを作出している。 S32は打製

石包丁を楔形石器 として転用 したものと思わ

れる。 S33は下端の刃部に光沢痕が認められ

る。 S41は石鍬 と考えられ、下端面は鋭角を

呈し、丁寧に調整 されていることから刃部で

あると思われる。 S37・ 40・ 42・ 43は打製石

包丁で、 このうち S40・ 42・ 43に は袂 りがあ

る。また S42・ 43の一部には光沢痕が認めら

れる。 S44に は二次加工がわずかに施されて

いるが、素材剥片の形状を保つている。大き

さや形状を考えると、このような剥片を打製

石包丁の素材として剥離したのではないかと

思われる。 S45は泥岩製 ?、 S46は頁岩製の

磨製石包丁で、いずれも両面穿孔である。 S

45は研磨によって体部と刃面との間に稜線が

明確に残っている。 S47は緑色片岩製の柱状

片刃石算であり、前面ともに丁寧に研磨が施

されている。 S48は大形剥片であり、周縁都

のみ二次加工を施している。なお裏面は自然

面に覆われている。

N2区  SD-3出 土石器 (第 74図から75図 )

この溝からは石鏃、石錐、楔形石器、スク

レイパー、石包丁、扁平片刃石斧などととも

にサヌカイト片が少なからず出土した。 S49

～85はすべてサヌカイト製である。 S49～ 52

は凹基式の石鏃である。 S53は平基式の石鏃

で、縁辺のみ細部調整を施している。 S54は

長さが長 く、細部調整も刃部を形成するとい

うよりも剥片自体を細長 く整えるように行わ

れていることから、石錐の未成品であると考

えられる。 S55～58は石錐である。 S55は頭

部と錐部との境が明瞭であり、錐部の一部を

欠 くが、おそらく錐部が細長いものであった

と思われる。 S56は細長い素材剥片の一側面

に網部調整を行い、細長い棒状を呈し、一定

の幅 。厚さを保つている。 S57の裏面は主要

剥離面であり、幅の狭い部分に細部調整を集

中して行うことで錐部を作出している。 S50

は頭部と錐部とが区別されているが、錐部が

短い。 S59・ 60は 欠損しているが、端部に快

りがつく打製石包丁である。 S72・ 74・ 82は

スクレイパーである。剥片の形状は66～ 69。
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71・ 長方形 。方形 。円形・台形などさまざま

である。 S68・ 69・ 72は縁辺に細部調整を連

続的に施 している。 S72の右側面には細部調

整を集中的に行い、快 りのようなものを形成

している。 S74・ 82は主要剥離面を残 し、一

辺のみ連続 した細部調整を行い、刃部を作出

している。 S76は刃部の調整が行われていな

いが、右上端部に細部調整を集中的に行 うこ

とで挟 りを形成 している。 S84は裏面に主要

剥離面の一部を、表面には自然面を多 く残 し

てお り、縁辺のみ細部調整を行つている。 S

86は頁岩製の磨製石包丁であり、体部は研磨

が丁寧に施されてお り、刃部 との境には研磨

による稜線が明僚に残っている。また全体的

に幅が狭 く、刃部 と背部に調整剥離が行われ

ていることから、再利用 しようとしたもので

はないか と思われる。 S87は緑色片岩製の扁

平片刃石斧であると考えられる。前面に研磨

が施されているが、丁寧ではない。

N2区 SD-4出 土石器 (第62図 )

この溝からは石器や多 くのサヌカイ ト片が

出土 したが、器種が判断できたものは意外 と

少なかった。今回掲載 したものは全て石錐で

ある。 S88は頭部 と錐部が区別されてお り、

錐部は細長い。 S89は棒状を呈 し、錐部 と頭

部の区別がない。 S90は緑色片岩製であり、

何 らかの欠損部分を石錐 として転用 したもの

ではなかろうか。上半部の調整は行われてい

ないが、下半部は調整剥離によって幅 と厚さ

◇

S88

を一定に保つように整形 しているように見受

けられる。

N2区  P12出土石器 (第63図 )

S91はサヌカイ ト製の石鏃で、凹基式であ

る。 S92はサヌカイ ト製の石錐で、錐部は短

く、錐先の一部には使用痕が認められる。

一

△

一

  ―

第63図  P12石器実測図 (縮尺 1/2)

N3区 集石遺構出土石器 (第77図～82図 )

この集石遺構はN3区 SD-1の 北側にあ

り、 SD-1が 完全に埋没 してか ら、その上

に築かれている。遺構の確認面は耕土直下で

ある。集石遺構はこぶ し大の砂岩が約 2mの

範囲に集中してみられ、遺物 も石 とともに集

中して出土 した。また遺構に掘 り方は認めら

れなかった。集石は明らかに人為的なもので

あるが、石の配置に規則性は認められず、意

図的に 「集石」を構築 した とは言い難い。後

世に石 とともに遺物が人為的に集められた可

能性が示唆されるが、遺物の出土量は多 く、

そのほとんどが弥生時代前期に比定されるも

のである。よつて層位的には不明な点が多い

が、土器の様式や石器の組成を充実させ るの

には十分であると思われる。

S93～ 1721ま サヌカイ ト製である。 S93～

95。 99。 100は 凹基式の石鏃である。 S96・ 97

は石鏃であるが、一部を欠いている。 S98は

石鏃の未成品であり、先端部 。側辺の細部調

整は行われているが、基部の調整は行われて

いない。 S101は 有茎式の石鏃で、縁辺のみ細

部調整を行つてお り、主要剥離面の一部を残

す。 S102～ 107・ 109・ Hlは石鏃未成品であ

Ｏ
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第62図  SD-4石 器実測図 (縮尺 1/2)

77



―粧氣―
◆

S93

_濠

錐

_  _愈 _

( ｀

      こ ラ

S94               395

態
一一Ｓ９７

一一
軌
い

『
Ｓ９６

銀
Ｓ‐０９

―
☆

―
 「ど∝  

―
¨
―

f｀      ◇      ―
S99             s100             s101

― も

S103

饉
Si15

竿 甲 ◇ _多
Sl18                   sl19                   s120

第76図  N3集 石遺構出上石器 (1)(縮尺 1/2)

一

　

Ｓ‐０２ β
Ｓ‐０４

Ｋ

Ｓ‐０５

ハ

S106

⌒

S107

わ

S108

類
Sl10

め
Slll

エ

Sl12 Sl13
―

Sl14



偽
日
―ｌ
υ

Ａ
＝
日
Ｈ
Ｗ

川
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｖ

――m

s125

∩
Ｈ
Ｈ
Ｖ

Ａ
‐十
日
日
Ｗ
▼

ハ

ーＩ

Ｈ

リ

日
Ｈ
Ｈ
Ｗ
Ｖ

日

日

Ч

第77図  N3集石遺構出土石器 (2)(縮尺1/2)



澗

日

習

ハ
ーー
ーー
∇

Ａ
凪
Ｗ
ν

ハ

側

Ｗ

Ａ
‐‐

▼

Ａ
出
Ｗ
Ｖ

Ａ
Ｗ

Ｕ

日
―Ｉ
Ｖ

∩
リ

″々　
　
７

拶

　

Ｓｌ

|

S140

I      S145

第78図  N3集 石遺構出土石器 (3)(縮尺 1/2)



(縮尺1/2)

81

第79図  N3集 石遺構出上石器 (4)
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る。これらは石核から剥離 した剥片を素材 と

しているが、主要剥離面の痕跡を見る限 りで

は一時剥離の打撃の方向や角度は一定ではな

い。したがって石鏃の素材剥片の多 くは石核

から目的 とする剥片を規格的に剥離するので

はな く、石鏃の規格に見合 うような法量の剥

片を作出するために、さまざまな剥離を行つ

たと考えられる。また他の石器の製作途中で

生じた剥離のなかで、石鏃の法量に足るよう

な剥片があれば、それを素材 とすることも十

分 に考 え られ る。 S104～ 106・ 108・ 109・

lHに見 られるように、石鏃の細部調整はまず

一側縁から行われているものが多い。S122～

124・ 133・ 136は 打製石包丁である。 S122・

123・ 133に は快 りがある。 S136は打製石包丁

としては長さが短いが、両側面に快 りが見 ら

れ、右側面の快 りは欠損後の調整であること

から再利用 したものと思われる。 S126・ 134・

145・ 165は対応する2辺に平行するように細

部調整が行われている。石槍の可能性がある

が、断言はできない。 S127～ 13卜 135・ 137・

139・ 141 ・ 142・ 146・ 156・ 158-160。 168は

スクレイパーである。 S13卜 14卜 154は周縁

に細部調整を施 してお り、丁寧な作 りである。

S156は縁辺に細部調整が施されてお り、刃部

は鋭利である。両側面は摩耗が著 しい。また

裏面 も同様の調整が行われている。他のスク

レイパーは 1辺 もしくは 2辺に細部調整を行

い、刃部を作ってお り、形状はさまざまであ

る。 S157は刃部は形成されていないが、細部

調整を集中的に行 うことで袂 りのようなもの

を作出している。 S166は残核であり、左側面

に剥片が剥ぎ採 られた痕跡がある。S172はサ

ヌカイ ト製の敲石で、半分を欠 くが、おそら

く楕円に近い球体を呈 していたと思われる。

敲打痕は中央部分を除いて、ほぼ前面に見 ら

れる。 S173は頁岩製の磨製石包丁で、両面 と

もに丁寧に研磨が施されている。穿孔は両面

から行われてお り、内孔部には紐擦れ痕があ

る。 S174は黒色頁岩製の磨製石包丁である。

石包丁 としては幅が狭 く、体部の研磨以後に

刃部・背面の調整剥離が行われているため、

もともとの製品を再利用 しようとしたものと

思われる。なお穿孔は両面から行われている。

S175は緑色片岩製の磨製石斧である。大部分

を欠いているが、右側面に研磨痕がある。 S

176は磨製の柱状片刃石斧 と思われ るが、断言

はできない。前面 ともに平坦であるが、これ

が研磨によるものかは不明である。S177は磨

製の太型蛤刃石斧で、刃部は欠損 しているが、

丁寧に研磨が施されている。S178は 打製であ

る。基部・両恨J面は平坦であるが、研磨は行

われていない。下端面は調整剥離が行われて

おり、刃部の可能性がある。

N3区  SD-1出 土石器 (第82図～89図 )

この溝からは彩 しい土器 とともに石鏃 。石

錐・楔形石器・石匙・スクレイパー・柱状片

刃石斧・扁平片刃石斧 。太型蛤刃石斧・砥石

などの石器や膨大な量のサヌカイ ト片が出土

した。 S179～ 226は サヌカイ ト製である。 S

179は平基式の小型の石鏃で、西部調整が丁寧

に施されている。 S181は平基式の石鏃で、周

縁 のみ細部調整が行われてい る。 S180・

182・ 183・ 184は 凹基式の石鏃であ り、 S184

は小形である。 S185は石鏃であるが、細部調

整は粗雑である。基部は円基式であろうか。

S188は平基式の石鏃であるが、基端部が外へ

突 き出てお り、幅に対す る長 さが長 い。 S

186・ 187・ 189～ 193は石鏃の未成品である。

S189は右側縁 と基部の細部調整は行われて

いるが、左側縁は行われていない。S190。 19ト

192は両側縁の細部調整は行われているが、基

部には施されていない。 S194・ 195は石錐で、

錐部 と頭部の区別がある。S194は頭部の上端

には把手のようなものが作出されている。 S
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196は石錐 としては大型品であり、錐部 と頭部

の区別がつけられている。 S197～ 199イま棒状

の石錐である。 S197・ 198は 丁寧に細部調整

が行われているが、S199は錐部の先端 しか細

部調整は行われていない。S2001ま石匙であ り、

つまみが上に付 く。刃部は欠損 してお り、つ

まみの両側は集中的に細部調整が行われてい

るが、裏面は細部調整がほとんど行われてい

ない。 S201は 石匙であ り、つまみが横に付 く。

つまみの両側から丁寧に細部調整を行ってい

る。また刃部は縁辺のみ調整を行つている。

S202は楔形石器かもしれないが、もともとは

打製石包丁であったと思われる。なお体部の

一部には光沢痕が見 られる。 S203～215は打

製石包丁である。 S203～211に は快 りがある

が、 S212～215に は快 りは入 らない。平面形

では長方形のものは見受けられず、ほとんど

が背部が湾曲している。特に S211は 背部 とと

もに刃部 も湾曲している。また S204・ 206・

208・ 210～ 2151こ は光沢痕が認められる。S216

～218は楔形石器であり、平行するように対応

する2辺に細部調整が施 されている。S219イま

スクレイパー としたが、周縁に細部調整を丁

寧に施 してお り、一部に敲打痕のような痕跡

が認められ る。 S220～223・ 225は スクレイ

パーであり、S220の 刃部には光沢痕が見 られ

る。また S223～225の裏面は主要剥離面であ

る。S226は わずかに細部調整が行われている

が、素材剥片の形状を保つてお り、裏面には

主要剥離面が残る。打製石包丁 もしくはスク

レイパーの素材剥片であろうか。 S227～229

は磨製石包丁であ り、全体に研磨痕が見 られ

る。いずれも石材は泥岩であろうか。なお S

227・ 228は両面穿孔である。 S2301よ 頁岩 と

思われるが、剥落が著 しく、磨製石包丁であ

るとは断言できない。もしか したら未成品の

可能性 もある。S2311ま黒色頁岩製の磨製石包

丁である。平面形は長方形で、研磨によって

体部 と刃部 との境に稜線が付 く。刃部の断面

は鋭利ではな く、使用のためか丸みを帯びて

いる。また両面穿孔であるが、内孔部は紐擦

れ痕が認められる。S2321ま緑色片岩製の磨製

石包丁であり、平面形は長方形を呈す。穿孔

は両面から行われているが、左側の外孔部付

近に小さな凹みが見 られる。穿孔に失敗 した

痕跡であろうか。S233は緑色片岩製の磨製石

包丁で、背面はやや湾曲している。穿孔は両

面から行われてお り、外孔部の周辺は摩滅が

著 しい。また刃部の断面は丸みを帯びている。

S234・ 235は緑色片岩製の柱状片刃石斧であ

る。全面 ともに丁寧に研磨されている。S236

は泥質片岩製の磨製石斧であろうか。S237は

泥岩製の柱状石斧であった と思われる。基部

の両側の角は快 られてお り、横方向の条痕が

見 られる。おそらく敲石 として転用 したもの

であると考えられる。S2381ま泥岩製の柱状石

斧であり、研磨痕が粗 く残っているが、丁寧

に研磨されている。S239は緑色片岩製の扁平

片刃石斧であり、丁寧に研磨が施されている。

S240は 頁岩製の柱状片刃石斧で、袂 りが施さ

れてお り、左側面 と基端面は丁寧に研磨され

ている。S241は緑色片岩製の柱状片刃石斧で、

快 りがある。なお両側面は丁寧に研磨が行わ

れている。S242は緑色片岩製の柱状石斧の基

端部付近であると思われ、両側面は丁寧に研

磨されている。S243は細粒砂岩製の太型蛤刃

石年であり、刃部の一部は摩滅 している。 S

244は緑色片岩製の磨製石斧であると思われ

る。 S246は黒色頁岩製の太型蛤刃石斧で、粗

い研磨痕が残っているが、丁寧に研磨されて

いる。 S246は緑色片岩製の太型蛤刃石斧で、

丁寧に研磨されている。S247は太型蛤刃石斧

である。石材は緑色片岩であろうか。基端は

平基である。側縁は丁寧に研磨されているが、

一部に装着痕 と思われる摩滅が認められる。

S248は 緑色片岩製の太型蛤刃石斧 と思われ
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る。欠損が著 しいが、生きている面は研磨が

施されている。 S249は泥岩製 と思われ、石剣

の可能性がある。S250は泥岩製の砥石であり、

筋状の擦痕がほぼ同一方向に見 られ、先端の

尖ったものを磨いたという印象を受ける。可

能性 としては鉄製品を磨いたことが示唆され

る。S251は片岩製の磨製石斧 と思われる。S

252は 結晶片岩製の敲石であり、下端に敲打痕

が見 られる。断面はほぼ円形を呈 しており、

整形 していることから、何 らかの製品を転用

したものと思われる。S253は頁岩製の砥石で

あり、周縁を調整剥離によって整形 している

と思われる。 S254は安山岩製の石核石器で、

周縁のみ調整を行ってお り、中央部には自然

面を残す。下方の刃部には敲打痕のような痕

跡が認められる。S255は砂岩製で円孔が穿た

れている。一面のみ平坦であるが、他の面は

丸みを帯びている。また網目部分はススが付

着したように黒色に変色 している。具体的な

機能・用途が思い浮かばないが、円孔に紐を

通 し、錘のように用いたのではないだろうか。

S256は粘板岩の石核 と思われるが、片理が著

しいため、素材剥片などを剥ぎ採つた面は確

認できない。S2571ま細粒砂岩製の砥石である。

研磨面はよく使用されてお り、わずかに内湾

している。

N4区  Pl出 土石器 (第 64図 )

S258は サヌカイ ト製の石鏃で基部は凹基

式である。全体的に丁寧な細部調整が行われ

ている。

N4区  P96出土石器 (第 65図 )

S259は サヌカイ ト製の石鏃で、基部は凹基

式であり、基端が外側へ大きく張 り出してい

る。S260はサヌカイ ト製の石鏃で凹基式であ

る。右基端部は欠損 していない。なお裏面は

周縁のみ細部調整を行い、中央に主要剥離面

の一部を残す。S261はサヌカイ ト製の石鏃で

あり、基端部の細部調整は行われていない。

―諺蚤一

0
S260

第65図  P96出土石器実測図 (縮尺 1/2)

N4区 SD-1出 土石器 (第66図 )

S262～ S265は サ ヌカイ ト製である。 S

262は石錐であり、現状では頭部がない。細部

調整は先端のみ行われており、両側面には縦

0       5 cFn

―
SD-1出土石器実測図 (縮尺 1/2)
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長の剥離面が見られる。S2631ま楔形石器であ

り、上下端面は平行するように細部調整が行

われている。 S264・ 265は加工痕のある剥片

であり、いずれも刃部を作ろうとしている。

第一調査区 遺構に伴わない遺物

(第90図～96図 )

今回掲載 した石器の多 くは遺構確認面上部

の包含層から出土 したものである。出土量が

多かったのはN4区であり、N3区の SD―

1の東側にあたる。 S267～4101ま サヌカイ ト

製である。 S267～ 272・ 275。 278～ 290・ 292

～298は 凹基式の石鏃である。凹基式でもい

くつかの形態が見 られる。 S267・ 268・ 278・

282の ように快 りが深 く、凸状を呈すもの、S

279。 280の ように快 りが直線的であるもの、

S270・ 272・ 283・ 285。 294・ 295～297の よう

に快 りが浅 く、内湾するものなどに分けられ

る。 S276・ 277・ 291 ・299ハV312・ 314・ 316ハΨ

319・ 325。 326は平基式の石鏃である。 S320

は円基式の石鏃である。 S325・ 326イ よ両側縁

部の中央に袂 りが施されている。 S328～ 330

は有基式の石鏃である。S328の側縁はやや鋸

歯状を呈す。 S329。 3301ま 基部の細部調整が

不十分であり、未成品であろうか。S231～ 340

は石鏃の未成品であると思われる。基部から

細部調整を開始 している剥片は見られず、す

べてが側縁部から細部調整を行つている。 S

341～ 353・ 357～359は棒状の細長い石鏃であ

り、頭部 と錐部 との区別はない。S341の よう

に短いものから、S359の ように長いものまで

ある。 S354～ 356・ 360～ 364は断面が厚 く、

錐部が短い石錐であり、細部調整が丁寧に行

われている。 S365～373は頭部 と錐部 との区

別が明瞭であり、細長い錐部がつ く石錐であ

る。 S374～ 376は三角形に近い素材剥片の側

縁に細部調整を施 してお り、石錐の未成品と

思われる。 S377・ 378は断面が厚 く、錐部が

短い石錐であるが、一側縁に研磨が行われて

いる。 S379～382は打製石包丁であり、快 り

が施 されている。 S379の平面形は長方形 に

近い。 S3801ま背部が湾曲している。 S383・

384・ 397は打製石包丁 と考えられるが、 S383

は石槍の可能性 も示唆される。S385は楔形石

器である。 S389・ 392～ 396・ 398～401・ 403

～405・ 408は加工痕のある剥片であるが、 S

392は楔形石器、 S395。 401・ 4021ま スクレイ

パーの可能性 もある。S406は スクレイパーで

あり、連続的な細部調整によって刃部を作出

している。 S407は加工痕がわずかにあるが、

素材剥片の形状をよく残 しており、裏面は主

要剥離面である。 S409・ 410は残核であると

思われる。 S411は磨製石包丁で、石材は頁岩

であろうか。穿孔は片面から行われているか

もしれない。S412は安山岩製の磨製石器であ

る。欠損 しているため、機種は不明であるが、

小型方注状石斧であろうか。 S413・ 414は細

粒砂岩製の砥石である。S415は砂岩製の凹石

であろうか。 S416イよ結晶片岩製で、断面が菱

形に近づ くように整形 していると思われる。

欠損が著 しいため、機種は不明である。また

研磨痕などは確認できない。 S4171ま 砂岩製

の擦石で、擦痕が認められる。 S418は砂岩製

の砥石 と思われ、各側面に擦痕が見 られる。

S419は砂岩製の砥石で、周縁を調整 している

と思われる。

95



―誠《一
0

S268

一  ―骸難一
◆

S274

→

S280

―

  
―

越

鼈

―

  
―

⇔

S286

―運軸一
  ―

⇒

S292

―謬墨鷺―  ―松範
一 一域抵一  ―

◆

S283

◆
Ｓ２７０

↓　Ｓ２７６

一

◆
Ｓ２７２
　
　
ａ熱融熱剃
◆
ｓ２７８

―

ν

墨

載

―

◆

S279

―毘雲館一
◆

S282

―

飛

―

→

S288

◆
一Ｓ２８‐

→

S285

ら

S287

ヽ
Ｓ２９３

―
 

―

h―

⇔

S294

_黙 _

⇔

S295

―

愈

―

◇

S296

一

☆

―

 

―

ぬ

―

金     
⇔

一

基

一

◆

S299

_透量_

⇔

S300

―

屡
量

―

S301

一逆氣―
◇

S302

―泳 ヘー∴十~∴~

◇

S269

_鬱瑛_ _
-
S275

-
S271

_  _け握_  _
⇔

S277

→

S284

第90図 遺構に伴わない遺物 (1)(縮尺 1/2)



―

Δ

―

⇔

S303

_ν窒巡_
⇔

S310

-避麹一
→

S317

瞥

Ｓ３０９
態
蘇

鱚
ご

熱
鶴
毬
嫉

爾

み

君

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

一⇔
Ｓ３２‐

位

⇔
Ｓ３２７
　

息

じ
Ｓ３３３

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

魁
言

凸

送

Ｓ３２９

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一△一一癒――も鬱迅―一
員
―

,       →◆      _◇

S307S304           s305           s306

-彦舎苺一 一逐奮恙一 ―祉抵
― ―彦塾鷺一

らて  ,   て ゝ     0

S312           s313           s314
S311

-&― ―愈――蔭―
一     ⇔◆

S319              s320S318

-熱―一
d蟄懸一一▲―

⌒◆◆

S325              s326S324

-〈
)一

 ―
h―

 一
h一

―       鬱
◆

S331              s332S330

S336              S337               S338            
ぐ~

S339
↓Ｓ３３５　　　　期

遺構に伴わない遺物 (2)(縮尺 1/2)



―

露

―

S347

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

総
鰯
圏
潮
叩
Ｏ
ｓ３５４
　

饉
闘
脚
Ｍ
Ｍ

篭
ｓ３６０
　

鶴
碓
Ｗ
盗
ｓ３６６

Ｈ暇

品

…，鱒

息

ｓ３５３

雌

雄

急

脆

と

ｓ３６５

一　
　

　

　

　

　

　

　

　

一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

‐‐
霞

ａ

Ｓ３４５

　

傘

る

Ｓ３５２

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

絨

ヽ
Ｓ３４４

観

Ａ
Ｓ３５‐

中

▽
Ｓ３４３
　

畷

つ
Ｓ３５０

一　
　

　

　

　

　

　

　

　

一

鵬

ｇＳ３４２

缶

品

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

ハ輔

島

埒

晶

緯
⊇

ｓ３６９

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

印

ｕ

ミ

Ｓ３４‐

　

隠

げ

瓜

Ｓ３４８

　

鍮

聯

即

　

Δ

Ｓ３５５

　

　

肉

襴

響

⇔

Ｓ３６‐

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

Ω

Ｏ

Ｓ３７２

Ｏ
Ｓ３７‐

―

▽

S374

章―欝一
〇

S378

一

嫁
綾
蜘
瑚
）

Ｏ
ｓ３７７

一

狙

Ｓ３７５

第92図 遺構に伴わない遺物 (3)(縮尺 1/2)



S391

I  S381

‖/9
1       S386

中

５

‐爾脚脚鰯‐

∧
―‐
Ｖ

⇔
S393

_― D

S390

/ゝ

S394

Ａ

日

Ｖ

　

８

　

　

　

　

　

∩

‐ 十

日

日

リ

尋

　

　

　

む

第93図 遺構に伴わない遺物 (4)(縮尺1/2)

99



１

６

I  S398

Ｓ４０３

∩
――

ソ

日
日
Ｖ

Ｒ
川
Ｈ
ＩＩ
Ｖ

I        S395

I          S400

I   S402

I        S405

命
＼々騨

げ守
′菊
ユ
左

ァ
／

く

　

，
■

／

100



巳
S409

一

∪
S413

―

　

　

　

　

＼

【鰤
鵬
珊
叫

∩

一

第95図 遺構に伴わない遺物 (6)(縮尺 1/2)

一

（
υ



ィ″'オ
~頂

＼

|

S418

第96図 遺構に伴わない遺物 (7)(縮尺 1/2)

102



2節 第二調査区

N5区  P45出土石器 (第67図 )

S420はサヌカイ ト製の石錐で、頭部 と錐部

が明瞭に区別されている。

o            5cm

第67図 第二調査区P45石器実測図 (縮尺1/2)

N5区  SD-1出 土石器 (第 68図 )

この溝はおそらくN4区 SD-1に 続 くも

のである。S42と はサヌカイ ト製の石鏃未成品

である。両側の側縁部は細部調整が行われて

いるが、基部は行われていない。 S422はサヌ

カイ ト製の打製石包丁である。平面形は長方

形に近い。 S423は片岩製の柱状石斧であり、

一部に研磨痕が確認できる。

0         5 cm

第68図 第二調査区SD― l石器実測図 (縮尺1/2)

N5区 遺構に伴わない遺物 (第69図 )

S424は サヌカイ ト製の石鏃である。基部は

凹基式で、両側縁部に突起のようなものを作

出している。S426はサヌカイ ト製の石鏃であ

ろうか。S436は緑色片岩製の太型蛤刃石斧で

あ り、刃部を欠損 している。

第69図  N5石 器実測図

S425

0           5 cm

(縮尺 1/2)
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1 はじめに

中ノ池遺跡における今回の調査では8700点

を越える石器および剥離片が出土 した。特に

第一調査区の複数の溝からは多 くの石器が出

上 してお り、時期は弥生時代前期後半から終

末までの範疇に収まる。またN4区からは遺

構に結びつけることが出来なかったが、石器

がある程度のまとまりを持ちながら出土 して

いる。これらの分析次第では、弥生時代前期

後半ごろの丸亀平野における石器の組成や形

態などの一端を垣間見ることができるかもし

れない。そこで今回は第一調査区から出上 し

た石器 。剥片を対象 とし、主要な器種につい

て若干の検討を加えたい。なお分類基準は平

井勝氏の設定 (1)を
参考にしたが、明確に分類

しきれなかったものについては筆者の主観に

よる部分があることを予め断ってお く。第一

調査区の各遺構からは彩 しい数の石器や剥片

が出土 してお り、全てを報告するのは不可能

であった。 しか し明確に器種が判断できたも

のについては可能な限 り実測図を掲載するよ

うに努めた。またサヌカイ ト剥片のなかで器

種わ洋J断できなかったものについては、加工

痕のある剥片 (今回は調整剥片 とした)、 素材

剥片、石核 (残核を合む)、 剥片・チップに分

類 したが、整理作業に時間的な余裕がなかっ

たため、全体的な数量分析を行 うことができ

長 さ (cm) 長 さ 長さ (cm)

4

3

2

長さ

4

3

2

1

さ

４

３

２

１

長 (Cm)    二撃曇
・

.    寓 養

・津
0   1  2  3

幅 (cm)

第97図 石鏃長幅比

3 0123 0123 0123
幅 (cm)        幅 (cm)        幅 (cm)         幅 (cm)

中ノ池遺跡出上の弥生時代前期の石器について

なかった。

2 石器の組成と出土数

第一調査区から出上 した石器 。剥片のうち、

製品 として認識できたものは270点程度であ

る。これらを機能・器種ごとに分類 したのが

第17表である。機能別では加工具が最 も多 く、

44.4%である。次いで、狩猟具。武器が30。 7%、

収穫具が15.6%、 伐採・カロエ具が7.4%、 土掘

具が0。 7%と いう比率になっている。以下、各

器種ごとに説明・検討を行 う。

石鏃 第一調査区において石鏃は80点出土

してお り、製品全体の29。 6%を 占める。石材

はいずれもサヌカイ トである。このうち凹基

式の ものは43点 出土 してお り、石鏃全体の

53.7%である。平基式は32点出上 してお り、

40。 0%を 占める。円基式は3点で3.8%、 有基

式は 2点で2.50/0で ある。第97図 は石鏃の長

さ 。幅の関係を基部の形状ごとに示 したもの

である。凹基式は長 さ1.9～ 3.lcm、 幅1.3～

2.2cmに集中する。また平基式は長 さ1.3～2.5

cm、 幅1.1～ 2.Ocmに集中する。有茎式は 2点

(欠損を含む)と 未成品の可能性がある2点

を対象 とし、長さ2.6～ 4.2、 幅1.2～ 1.6cmに

収まる。円基式は2点のみだが、長さ2.4～ 2.9

cm、 幅 2 cmに 収まっている。凹基式 と平基式

0   1  2
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表17 中ノ池遺跡 (第一調査区)出土石器の一覧表

慰
遺  構

器  種 N2SD-2 N2SD-3 N2SD-4 N3SD-1 N3集石 N4SD-1 その他 総  数

狩 猟 具

武 器

石  鏃

凹基

平基

円基

有茎

９
色 3 4 5 29 刀

■

０

脇

８

９

，

83

(30,70/0)

９
色 3 1

1 2 3

l l
９
色

石剣 0

石槍
９
・

つ
０

？
・

０
じ

その他 0

土 掘 具
石鍬 1

９

・
９
・

９
働 2

(0.7%)その他 0

収 穫 具

打製石包丁
有快

無快

3 2 9 4 4
30

42

(15,6%)

1 4 1 2 8

磨製石包丁
９

， 1 6 2 1
９

色

その他 0

伐  採

加 工 具

太型蛤刃石斧 6 l 7

20

(7,4%)

扁平片刃石斧 l l 2

柱状片刃石斧
有快

無快

2 2
10

？

・
6? ？

・
8?

小型方柱状片刃石斧 1 l

その他 0

加 工 具

石  錐

I

H

Ⅲ

Ⅳ

1 I 3 9 14

９

眺

４

８

，

120

(44,4%)

1
９
色 3 l 24

l 2 6 9

2 2

石匙
９
働 2

スクレイパー 14 8 6 3 48

楔形石器
つ
０ l 3 1 4

その他 0

砥 石 2 4 6

敲石 2 l 3

その他 0

調 理 具 凹石
？

・
I?(0.4%)

漁 労 具 0

紡 績 具 0

祭 祀 具 石剣 1 1(0。 %)

用途不明 石錐 ? l 1(0。 %)

総  数 28
９

色
つ
０ 66 37 3 270

を比べると、平基式の方がやや短 く、幅が若

干狭い。逆を言 うと、凹基式は平基式よりも

長 く、幅がやや広いと言える。有茎式は幅が

比較的狭 く、長さが一番長い。円基式は幅が

最 も広い部類に属する。石鏃未成品は14点掲

載 したが、未成品の認識が困難であつたため、

本来はもっと多 く存在すると思われる。石鏃

の素材 には法量 よりも大 き く、厚 さが0.3～

0。 5cm程度の剥片を使用 している。このような

素材剥片は石核か ら剥ぎ採 られたものであろ
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うが、主要剥離面を観察すると打点が剥片の

端部よりも離れているように見受けられるも

のがある。これは素材剥片から細部調整がか

なり進んだものと言えるかもしれないが、本

来は石鏃を目的としなかった剥片のなかから、

石鏃の法量に近い剥片を素材 として使用した

とも考えられる。また石鏃は縦長剥片と横長

剥片を素材 としているが、全体的な印象とし

て横長剥片の方が多いように思える。細部調

整は側辺部から開始しているものが多い。 S

98・ 191・ 192・ 331を見る限りでは、基端部の

調整は両側縁部が終了してから行うものと考

えられる。完成品には丁寧に細部調整が全面

にわたって行われているものと、周縁部のみ

細部調整を行うだけで主要剥離面の一部を残

すものがある。この細部調整の違いは地域や

時期の差によって生じているのかもしれない

が、素材剥片が石鏃の規格に近い形状であれ

ば、細部調整の簡略化は十分考えられること

ではなかろうか。

石槍 石槍 として可能性のあるものは3点

であり、石材はサヌカイトである。側辺が平

行するように細部調整が行われており、ある

程度の長さを保つているものをいずれも石槍

の基部として判断した。ただ尖頭部が出土し

ておらず、基部 と思われる断面が菱形を呈し

ていないことから、やや実証性に欠ける。

石鍬 石鍬 としたものは2点出土している。

平面形はいずれも短冊形に近い。

石包丁 石包丁は42点出上しており、製品

全体の15。 6%を 占める。石包丁は打製のもの

と磨製のものがあり、その比率は打製石包丁

は30点 (71.4%)、 磨製石包丁は12点 (28.6%)

である。鴨部・川田遺跡では流紋岩を用いて

磨製石包丁を製作しており、サヌカイ ト製打

製石包丁 との比率は3:2と磨製石包丁の方

が多いが、中ノ池遺跡の場合は磨製よりも打

製の方が多く、明らかに様相が異なる。おそ

らく中ノ池遺跡はサヌカイ トの産出地に地理

的に近いことから、弥生前期後半の比較的早

い時期から磨製石包丁に替わって打製石包丁

が主流 となっているように思われる。打製石

包丁は全てサヌカイ ト製であり、30点出土し

ている。打製石包丁のうち快 りをもつもの

(A)は 22点、快 りをもたないもの (B)は
8点 で あ り、それぞれの比率 は73.3%と

26。 7%である。打製石包丁は両側縁に快 りを

もつものが主流であるが、快 りをもたないも

のも少なからず存在 している。快 りをもたな

いもの (S212～215)は使用による光沢痕が

認められるため、明らかに製品として扱われ

ている。浴 。長池遺跡においても同様の打製

石包丁が出土しており、その原因として 「制

作者の個性がでた結果」による可能性が示唆

されている(2)。 ただ、中ノ池遺跡においても

快 りのない打製石包丁が出土しているため、

これが制作者個人の個性によって生み出され

たものであるという可能性は低いと思われる。

また窪木遺跡 (岡山県総社市)においても3

点出土しており(3)、 香川県の小地域に限つた

ことではないのかもしれない。おそらく快 り

のない打製石包丁は快 りを簡素化・省略した

ものであると思われるため、快 りのないもの

は快 りのあるものに後出するものであろう。

しかしいつ頃から出現し、地理的分布がどこ

まで広がるのかは明らかにされておらず、今

後の課題 となろう。打製石包丁の形態は I

類 :背部が湾曲し、背部が直線的なもの(A:
S42・ 207)(B I S382)、 Ⅱ類 :刃部が直線

的で、背部が湾出するもの (A:S43・ 122・

206・ 208・ 210・ 380)(B I S212・ 213・ 215)、

Ⅲ類 :刃部 と背部がともに外湾するもの (B:

S124・ 133・ 214).Ⅳ類 :刃部 と刃部が平行
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するように湾曲するもの (S211)、 V類 :長

さが短 く、断面が厚 く、台形に近い形を呈 し、

刃部 と背部が直線的なもの (S201・ 209)に

分類できる。形態ではHA類・ ⅡB類・Ⅲ B

類が多 く見 られる。対象 とした資料が少ない

ため、一概には言えないが、中ノ池遺跡の打

製石包丁は快 りのあるものはH類が主流であ

り、快 りのないものはⅡ類 とⅢ類を規格 とし

ていたのかもしれない。また打製石包丁の使

用痕は片面に顕著に認められるものが多い。

使用痕が認められる部位は、快 りの周辺 (S

204・ 211)、 刃部の中央部 (S42・ 43・ 214)、

刃部の一側縁に偏 るもの (S206・ 208・ 211)、 快

りのないものは一側縁の刃部から体部・背部

にかけて認められる (S212・ 213・ 215)。

磨製石包丁は12点 出土 している。使用石材

は緑色片岩 。頁岩・黒色頁岩・泥岩などであ

る。紐部が残るものを見る限 りでは10点 のう

ち 9点が両面穿孔であり、S411は 片面穿孔の

可能性がある。平面形は長方形を呈するもの

と、刃部 と背部が外湾する杏仁形に近いもの

がある。刃部はいずれも両刃である。また S

86・ 174は 幅が狭 く、研磨の後に細部調整 を

行つていることから、欠損品を再加工 してい

るものと思われる。S232は左側の外子しの縁辺

に小さな窪みが 2箇所認められる。 これは穿

孔を開始する際に敲打によって窪みを作つた

後に穿孔を行つていた と思われる。今回の調

査では磨製石包丁の使用石材の石核・素材剥

片 。剥片 。チップなどが出上 していないため、

磨製石包丁は搬入品の可能性 もある。ただし

石錐や砥石が比較的多 く出土 しているため、

サヌカイ ト石器のみならず磨製石器の製作 も

行つていたことも十分に考えられる。

石斧 大陸系磨製石器 と呼ばれているもの

のうち太型蛤刃石斧が 7点、扁平片刃石斧が

2点、柱状片刃石斧が10点 (う ち 2点は有快 )、

小型方柱状片刃石斧の可能性 もあるものが 1

点出上 してお り、製品全体の7.4%を 占める。

太型蛤刃石年の石材は緑色片岩のものが多 く、

そのほかに砂岩や黒色頁岩のものが見 られる。

いずれも欠損 してお り、本来の形態を完全に

止めているものはないが、基端はやや丸みを

帯びた平基で、平面形は基部から刃部に向か

うにつれて広 くなる長台形を呈す。なお断面

は円に近い楕円形のものがほとんどであり、

扁平なものはない。扁平片刃石斧は可能性あ

るものを合めて 2点出上 している。石材はい

ずれも緑色片岩である。S239イま基部は不明で

あるが、平面形・断面 ともに長方形を呈する。

研磨は全面にわたって丁寧に施されている。

幅は5。 7cmあ るため、大形品 と言える。刃部は

途中で欠損 しているが、片刃であると思われ

る。柱状片刃石命は10点出上 している。その

うち基部に快 りがつ くものは 2点あるが、全

体的に欠損が著 しく、基部の出土数が刃部 よ

り少なかったため、快 りの付 くものは本来は

もう少 し存在 していただろうと思われる。石

材は緑色片岩 。結晶片岩・泥岩である。基部

につ く快 りは浅 く、弓状を呈す。狭 りは比較

的浅 く、研磨痕が基部の研磨方向とは異なる

ため、快 りの作出は砥石の隅の部分や扁平で

薄い砥石の側面を用いて、研磨によって形成

されていることが想定される。また刃部は鏑

が幸 うじて残ってお り、側面が曲線的ではな

いことから、比較的古い形式を保つていると

言える(4)。 小型方柱状片刃石算 として可能性

のあるものは S412の みである。下部にやや内

斜 している部分が認められることから刃部の

付近になると思われる。

石錐 石錐 は49点 出土 してお り、全体 の

18.1%を 占める。今回、第一調査区において

出上 したものは4つ に分類できる。 I類は頭

部 と錐部が明瞭に区別されてお り、錐部が細
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長いものとした。 I類は14点出上 してお り、

石錐の28.6%を 占める。■類は断面が厚 く、

錐部が短いものであり、24点出上 してお り、

49%を 占める。Ⅲ類は錐部 と頭部の区別がな

く、棒状で細長いものである。Ⅲ類は9点出

土 してお り、石錐の18.30/0を 占めている。Ⅳ

類は断面が比較的厚 く、錐部が短 く、一側縁

の局部に研磨が施されているものとし、 2点

出土 してお り、石錐の4.1%を 占める。これら

の石錐はサヌカイ ト製のものがほとんどであ

るが、Ⅲ類のなかに 1点だけ緑色片岩製のも

のが見 られる。比率はH類が約半分を占め、

I類も比較的多 く、錐部が短いⅡ類やⅣ類は

比率が低いことから、錐部が細長いものが主

流であった と言える。孔を穿つ際に錐部が細

長いものは、錐部が短いものよりも欠損する

可能性が高いと思われる。事実、 I類は錐先

が欠損 しているものが多い。よって欠損率を

考慮すると、錐部の細長い I類・Ⅲ類の比率

が高いのは妥当なことではなかろうか。

石錐未成品は4点 ほど認識 したが、石鏃未

成品との区別がつきにくく、石錐未成品 とし

ての認定が困難であつた。今回は錐先 となる

部分が細長 くなるように細部調整が行われて

いるものを対象 としたが、結果 として I類の

みの未成品の認定 となった。 I類の素材剥片

は幅に対 して長さが長 く、二等辺三角形に近

い形状を呈すると思われる。細部調整はやは

り錐部に集中している。 I・ H・ Ⅳ塁は丁寧

に細部調整されてお り、錐部の断面は菱形の

ものが多いが、 I類のなかには三角形を呈す

るものもある。Ⅲ類の断面は三角形 もしくは

方形を呈す。Ⅲ類で断面が三角形のものは細

部調整が丁寧に行われているものが多いが、

断面が方形のものは細部調整がほとんど行わ

れていない。もしかしたら断面が方形で棒状

のものを素材 としていることも考えられる。

またその作出は打撃 というよりは切断によっ

ているように見受けられる。

中ノ池遺跡の石器のなかで穿孔されている

ものは磨製石包丁のみであるが、磨製石包丁

の出土数は12点であるため、それに比べると

石錐の比率は高い。よって、磨製石包丁のほ

かにも穿孔の対象物があったかもしれない。

中ノ池遺跡では紡錘車は土製であるが、穿孔

は焼成前のものであったため、紡錘車は石錐

の穿孔対象物である可能性は低い。石錐で穿

孔 した可能性があるものとして木製品が考え

られる。N3区のSD-1の 最下層からは木

製品の広鍬未成品が出土 してお り、一側縁に

小孔が穿たれている。反対側は欠損 している

が、本来は両側縁に孔があったと思われる。

よつて中ノ池遺跡では孔をもつ広鍬木製品が

製作されていたので、その穿孔の際に石錐が

使用されたことは十分に考えられる。

石匙 石匙は明らかにつまみが作出されて

いるものとし、 2点出土 している。つまみは

剥片の上に作られているもの と横の方に作 ら

れているものがある。鴨部 。川田遺跡 (5)で は

つまみが横に付 く石匙は見 られず、つまみが

上に付 くものや縦形石匙 しか出上 していない

が、南溝手 。窪木遺跡(6)(岡山県総社市)で
はつまみが横に付 くものが主流である。中ノ

池遺跡では出土数が少ないため、石匙の形態

がどのような傾向を示 しているのかは現時点

で 1ま半J断 しかねる。

スクレイパー 今回スクレイパーとして判

断したものは、不定形な素材剥片の縁辺に細

部調整を施 して刃部を作出しているものを対

象 と した。出土数 は48点 で、製 品全 体 の

17.8%を 占めるが、筆者の認識不足により、

調整剥片 として披ったもののなかにはスクレ

イパーとして分類すべきものが多 く含まれて

いることを指摘 してお く。よってスクレイ
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パーの出土数は本来はもっ と多 く、比率 も

もっと高 くなると思われる。素材剥片の形状

はさまざまであるが、そのほとんどは横長剥

片に近いものである。細部調整は一縁辺のみ

に行われているものが多い。また細部調整が

外周するように施されているものもあるが、

その数は少ない。 S82・ 141・ 223は台形に近

い形状を呈し、幅広の縁辺に外湾する刃部が

施されている。また主要剥離面を明瞭に残 し

ていることから、素材剥片を剥離する段階か

らスクレイパーを目的 とし、定形化 したもの

の 1つであると考えられる。

楔形石器 対応する2辺に平行するように

細部調整が行われているものを楔形石器 とし

た。出土数は12点であり、全体の4.4%を 占め

るが、筆者の認識不足により、楔形石器 とし

て認定 しきれなかったものが多 くあることを

断つてお く。楔形石器の多 くには側面の縦長

の剥離による載断面が認められる。

砥石 砥石は6点出土 している。石材は砂

岩製のものがほとんどで、大形で据え置 くも

のが多い。なお S250(7)は 筋状の擦痕が同一方

向に認められ、鉄器の刃先を研いだ可能性が

示唆される。

敲石 敲石は3点出土 している。礫状のも

のはサヌカイ ト製で、ほぼ全面に敲打痕が認

められる。また棒状のものは結晶片岩製で、

端部のみに敲打痕が認められる。また柱状片

刃石命の欠損品を転用 して、敲石 として用い

ているものもある。

3  おわりに

以上、中ノ池遺跡 (第一調査区)か ら出土

した石器の概略を述べた。具体的な数値 とし

て表せなかったのが残念であるが、石材はサ

ヌカイ トが大多数を占め、緑色片岩・結晶片

岩・砂岩などが 1～ 2割程度である。このう

ちサヌカイ トは加工痕のある剥片や素材剥片

が多 く出土 してお り、石核 (残核)も ある程

度出土している。また未成品も少なからず出

土 していることから、集落内でサヌカイ ト製

石器の製作が行われていたことは明らかであ

る。サヌカイ ト産出地か ら集落への原材料の

搬入は、原石を加工 して運び込まれた と考え

られる。中ノ池遺跡に南接する平池西遺跡 (8)

では板状に加工されたサヌカイ トの原材料が

重ねられた状態で出土 している。平池西遺跡

は中ノ池遺跡の時期に近 く、同一の集落を形

成 していた可能性があるため、中ノ池遺跡に

おいても平池西遺跡 と同様にサヌカイ トを板

状に加工 して搬入されたことが想定される。

また中ノ池遺跡では加工痕のある剥片や素材

剥片が多 く出土 しており、素材剥片の剥離や

細部調整の進度によって、製作枚術の復元が

可能であるように思われたが、時間・能力的

に分析することが困難であつた。磨製石包丁

や石斧の石材は緑色片岩や頁岩などであるが、

このようなサヌカイ ト以外の石材は石核・素

材剥片 。剥片・チップなどは特に出土 してい

ない。したがって、これ らの石器については

集落内で一貫 した製作は行われず、製品に近

い形で搬入された と考えられる(9)。 また磨製

石包丁のなかには欠損品を再利用 しているも

のが見られることから、石材を大事に使用 し

ていることが伺える。逆に、産出地が近いた

めに入手 しやすかつたサヌカイ トは製品の数

に比べて素材剥片や加工痕のある剥片の比率

が高 く、サヌカイ トを贅沢に使用 している傾

向がある。

中ノ池遺跡では過去数回の発掘調査が行わ

れてお り、石器の組成なども過去の成果をふ

まえなが ら考察すべきであつたが、今回は第

一調査区から出上 した石器のみを対象 とした
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ため、この分析が中ノ池遺跡全体の石器の内

容を示すものではないことを断つておく。ま

た周辺の弥生時代前期の遺跡との比較を十分

に行うことが出来なかったため、視野の狭い

ものになった。筆者の石器に対する知識が未
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表18 石器一覧表

挿図番号 器 種 石 材 長さ (clll) 幅 (clll) 厚さ (cnl) 重量 (g) 出土地点 備 考

石鏃 サヌカイ ト N2 SD-2 凹基式

石鏃 サヌカイ ト N2 SD-2 凹基式

石鏃 サヌカイト 17 N2 SD-2

S4 楔形石器 ? サヌカイト (2.0) Ll N2 SD-2

調整剥片 サヌカイト N2 SD-2

楔形石器 サヌカイト (4.4) N2 SD-2

調整剥片 サヌカイ ト N2 SD-2

スクレイ″く― サヌカイ ト 10.5 N2 SD-2

楔形石器 ? サヌカイト 18.0 N2 SD-2

調整剥片 サヌカイト (4.5) 12.0 N2 SD-2

素材剥片 サヌカイ ト 5,7 N2 SD-2

スクレイパー サヌカイト 48,9 N2 SD-2

スクレイパー サヌカイト 19。 3 N2 SD-2

スクレイパー サヌカイ ト 14.9 N2 SD-2

スクレイパー サヌカイト 12.8 N2 SD-2

調整剥片 サヌカイト 1.1 36.5 N2 SD-2 自然面あり。

S17 スクレイ″ミー サヌカイ ト 28.7 N2 SD-2 自然面あり。

調整剥片 サヌカイ ト 17.4 N2 SD-2

S19 調整剥片 サヌカイト (6.8) 1.7 54.1 N2 SD-2

スクレイパー サヌカイト (6.3) 21.1 N2 SD-2

調整剥片 サヌカイ ト 1.7 34.8 N2 SD-2

S22 スクレイパー サヌカイト 1.1 27.2 N2 SD-2 自然面あり。

スクレイパー サヌカイト 1.2 24.0 N2 SD-2

調整剥片 サヌカイ ト 5.7 1.3 32.6 N2 SD-2 自然面あり。

調整剥片 サヌカイト 5.7 18,0 N2 SD-2

スクレイパー サヌカイト 17.] N2 SD-2

スクレイパー サヌカイ ト 22.] N2 SD-2

調整剥片 サヌカイト (3.8) 15.5 N2 SD-2

調整剥片 サヌカイト 16.6 N2 SD-2

S30 調整剥片 サヌカイ ト 1.] 14.4 N2 SD-2 自然面あり。

調整剥片 サヌカイト 7.7 20.3 N2 SD-2 自然面あり。

楔形石器 ? サヌカイト (4.8) 25.2 N2 SD-2

スクレイパー? サヌカイ ト (6.3) 21.7 N2 SD-2 使用痕あり。

素材剥片 サヌカイト 14.0 N2 SD-2

素材剥片 サヌカイ ト 24.0 N2 SD-2

S36 素材剥片 サヌカイ ト 16.8 N2 SD-2

打製石包丁 ? サヌカイト (4.3) 1.3 17.0 N2 SD-2

スクレイパー ? サヌカイト (4.6) (3.8) N2 SD-2

スクレイノミー サヌカイ ト 31.7 N2 SD-2

打製石包丁 ? サヌカイ ト (6.1) 22.4 N2 SD-2 快入。

石鏃 ? サヌカイ ト 10.0 129,3 N2 SD-2

打製石包丁 ? サヌカイト 13.1 5,7 1.2 64.0 N2 SD-2 使用痕あり。決入。

打製石包丁? サヌカイ ト 12.8 48.3 N2 SD-2 使用痕あり。快入。

素材剥片 サヌカイト (12.7) 1.0 35.3 N2 SD-2 自然面あり。

磨製石包丁 泥岩 ? (7.1) 0.7 18.5 N2 SD-2

磨製石包丁 頁岩 13.0 44.1 N2 SD-2

柱状片刃石斧 緑色片岩 (7.2) (2.0) 30.6 N2 SD-2

調整剥片 サヌカイ ト 11.2 1.7 144.1 N2 SD-2 自然面あり。
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挿図番号 器 種 石 材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 出土地点 備 考

石鏃 サヌカイ ト N2 SD-3 平基式

石鏃 サヌカイ ト 1,7 N2 SD-3 凹基式

石鏃 サヌカイ ト 1.1 N2 SD-3 凹基式

S52 石鏃 サヌカイ ト 11 N2 SD-3 凹基式

石 鏃 サヌカイ ト 0.5 N2 SD-3 平基式

石鏃未成品 ? サヌカイト N2 SD-3

S55 石鏃 サヌカイ ト (2.8) N2 SD-3

石鏃 サヌカイ ト N2 SD-3

S57 石鏃 サヌカイ ト N2 SD-3

石鏃 サヌカイ ト 11 13.9 N2 SD-3

調整剥片 サヌカイ ト N2 SD-3

S60 打製石包丁 サヌカイ ト (22) N2 SD-3 快 入

打製石包丁 サヌカイ ト (36) N2 SD-3 挟入

楔形石器 サヌカイ ト N2 SD-3

調整剥片 サヌカイト N2 SD-3

調整剥片 サヌカイ ト N2 SD-3

調整剥片 サヌカイ ト N2 SD-3 自然面あり。

スクレイパー サヌカイ ト 25.2 N2 SD-3

スクレイパー サヌカイ ト 24.0 N2 SD-3

スクレイタヾ― サヌカイ ト (3.9) (5.1) N2 SD-3

スクレイパー サヌカイ ト 14.4 N2 SD-3

調整剥片 サヌカイ ト 37 N2  SD-3 自然面あり。

スクレイパー サヌカイ ト (4.5) 15,0 N2 SD-3

スクレイパー ? サヌカイ ト 184 N2 SD-3 快 入 ?

調整剥片 サヌカイ ト 23.9 N2 SD-3

スクレイパー サヌカイ ト 6.7 16.7 N2 SD-3

S75 調整剥片 サヌカイ ト 3.4 149 N2 SD-3

調整剥片 サヌカイ ト 20 9 N2 SD-3

S77 調整剥片 サヌカイ ト 17.2 N2 SD-3

S78 素材剥片 サヌカイ ト N2 SD-3

調整剥片 サヌカイ ト 12.5 N2 SD-3

調整剥片 サヌカイ ト N2 SD-3

調整剥片 サヌカイ ト N2 SD-3

スクレイパー サヌカイト 25.0 N2 SD-3

調整剥片 サヌカイ ト 6.7 1.5 45,7 N2 SD-3

調整剥片 サヌカイ ト 92.8 N2 SD-3 自然面あり。

S85 調整剥片 サヌカイ ト 1.6 17.5 N2 SD-3

磨製石包丁 頁岩 (4.5) 14 5 N2 SD-3

扁平片刃石命 ? 緑色片岩 (6.4) 14 45 4 N2 SD-3

石錐 サヌカイ ト N2 SD-4

石錐 サヌカイ ト N2 SD-4

石錐 ? 緑色片岩 N2 P12

石錐 サヌカイ ト 1.7 不明 N2 P12 凹基式

S92 石錐 サヌカイ ト N3 集石 使用痕あり。

石 錐 サヌカイ ト (18) 1,3 N3 集石 凹基式 ?

石錐 サヌカイ ト (1.7) N3 集石 凹基式

石錐 サヌカイ ト N3 集石 凹基式

S96 石錐 サヌカイ ト (1.2) N3 集石 平基式 ?

石 錐 サヌカイト (1.1) (l N3 集石
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石鏃未成品 サヌカイ ト 2.2 N3 集石

石鏃 サヌカイ ト 27 1.5 N3 集石 凹基式

S100 石鏃 サヌカイト N3 集石 凹基式

S l 石鏃 サヌカイ ト N3 集石 有茎式

S 石鏃未成品 サヌカイ ト N3 集石

S 石鏃未成品 サヌカイ ト N3 集石

S 石鏃未成品 サヌカイ ト 1.l 14.5 N3 集石

S 石鏃未成品 サヌカイ ト N3 集石

S 石鏃未成品? サヌカイト 3.7 0.7 N3 集石 自然面あり。

S107 石鏃未成品 ? サヌカイ ト N3 集石

S 素材剥片 サヌカイ ト N3 集石 自然面あり。

S 石鏃未成品 ? サヌカイ ト 1.2 107 N3 集石

S 調整剥片 サヌカイ ト N3 集石

S l 石鏃未成品 サヌカイ ト 25 N3 集石

S 2 調整剥片 サヌカイ ト N3 集石 自然面あり。

S 3 調整剥片 サヌカイ ト N3 集石

S 4 調整剥片 サヌカイ ト N3 集石

S 5 調整剥片 サヌカイ ト 1.I ll.0 N3 集石

SH6 調整剥片 サヌカイト N3 集石

SH7 調整剥片 サヌカイ ト N3 集石

SH8 調整剥片 サヌカイ ト 1.1 N3 集石

SH9 調整剥片 サヌカイ ト N3 集石

S120 調整剥片 サヌカイト N3 集石

S121 調整剥片 サヌカイ ト (3.9) (32) l.l N3 集石

S122 打製石包丁 サヌカイ ト (6.3) 25.2 N3 集石 決 入

S123 打製石包丁 サヌカイ ト (6.2) 19.0 N3 集石 快入

S124 打製石包丁? サヌカイ ト (6.6) (6.1) 56 9 N3 集石

S125 調整剥片 サヌカイ ト (3.2) 15,9 N3 集石

S126 調整剥片 サヌカイ ト (5.6) 1.2 13.0 N3 集石 石槍か?

S127 スクレイパー? サヌカイ ト (47) 17.4 N3 集石 自然面あり。

S128 スクレイパー サヌカイ ト 13.3 N3 集石 自然面あり。

S129 スクレイ″く― サヌカイ ト 7.7 14.8 N3 集石 自然面あり。

S130 スクレイパー サヌカイト 20,I N3 集石

S131 スクレイパー サヌカイ ト 7.2 20.8 N3 集石 自然面あり。

S132 調整剥片 サヌカイ ト 0 11.0 N3 集石

S133 打製石包丁 サヌカイト (7.0) 3 35.1 N3 集石 使用痕あり。

S134 調整剥片 ? サヌカイト l 29.4 N3 集石 石槍か?

S135 スクレイパー サヌカイ ト 0 20.0 N3 集石

S136 打製石包丁? サヌカイ ト I 23.1 N3 集石 快 入

S137 スクレイパー サヌカイト (51) 1) 4 24.0 N3 集石

S138 調整剥片 サヌカイ ト 52 40.I N3 集石 自然面あり。

S139 スクレイパー サヌカイ ト 7.1 ll 23,7 N3 集石

S140 調整剥片 サヌカイト N3 集石

S141 スクレイ′く― サヌカイト 4 50.2 N3 集石

S142 スクレイパー サヌカイ ト 8 610 N3 集石

S143 調整剥片 サヌカイ ト 77 8 62.6 N3 集石

S144 スクレイ′く― サヌカイト (55) 5 39,8 N3 集石

S145 スクレイ′く― サヌカイ ト (68) 8 41 2 N3 集石 石槍か?

S146 スクレイ′く― サヌカイ ト (67) 8 29.5 N3 集石 自然面あり。
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S147 調整剥片 サヌカイ ト 7 N3 集石

S148 調整剥片 サヌカイ ト 6 34.3 N3 集石

S149 調整剥片 サヌカイト 5.4 7 20.0 N8 集石 自然面あり。

S150 調整剥片 サヌカイト 3 36.9 N3 集石

1 調整剥片 サヌカイ ト 3 27.4 N3 集石 自然面あり。

素材剥片 サヌカイ ト 4.7 24.6 集石 自然面あり。

調整剥片 サヌカイ ト 44.5 N3 集石 自然面あり。

スクレイパー サヌカイ ト 62.9 N3 集石

調整剥片 サヌカイト 8.55 97.0 N3 集石 自然面あり。

スクレイノく― ? サヌカイト 7.7 133.0 N3 集石 使用痕あり。

調整剥片 サヌカイ ト 58.7 N3 集石 自然面あり。

S158 スクレイパー ? サヌカイ ト 44 6 集石

S159 スクレイパー サヌカイト 52.4 集 石 自然面あり。

S160 スクレイパー サヌカイト 7.4 50 5 集石

素材剥片? サヌカイ ト 集石

素材剥片 サヌカイト 7.5 30.5 集石

S163 調整剥片 サヌカイ ト 35.8 集石 自然面あり。

残核 ? サヌカイ ト 48.2 N3 集石 自然面あり。

S165 石槍 ? サヌカイ ト (6.5) 14 38.5 N3 集石

S166 残核 サヌカイト 3.2 100.2 集石

S167 調整剥片 サヌカイ ト 7.2 2.2 61.7 集石

S168 スクレイ′ミー サヌカイ ト 20.8 N3 集石

S169 残核 サヌカイト 68.5 N3 集石

S170 残核 サヌカイ ト 34.3 N3 集石

素材剥片 サヌカイ ト 2.7 67.8 N3 集石 自然面あり。

S172 敲石 サヌカイ ト (2.2) 60.5 N3 集石 使用痕あり。

S173 磨製石包丁 (58) (3.9) N3 集石 丁寧な研磨。

S 磨製石包丁 黒色頁岩 (45) 0.75 N3 集石 再不U用 か?

S 扁平片刃石斧 ? 緑色片岩 (4.8) (5.9) (0,7) N3 集石

S 柱状片刃石斧 37 2.2 87.5 N3 集石

S 太型蛤刃石斧 (6.0) 153.9 N3 集石

S 柱状片刃石命 ? 223.3 N3 集石 未成品?

S 石鏃 サヌカイ ト 5 N3 SD一 平基式

S 石鏃 サヌカイ ト 2.2 6 0.35 N3 SD― 凹基式

石鏃 サヌカイ ト 8 1,0 N3 SD― 平基式

S182 石鏃 サヌカイト 3 N3 SD― 凹基式

S183 石鏃 サヌカイト 9 N3 SD― 凹基式

S184 石鏃 サヌカイ ト 1.7 5 N3 SD― 凹基式

S185 石鏃 サヌカイ ト 0 N3 SD一 円基式 ?

S 石鏃 サヌカイ ト (22) 7 N3 SD―

S 石鏃 サヌカイ ト (2.1) 2 N3 SD―

S 石鏃 サヌカイ ト N3 SD― 平基式?

S 石鏃未成品 サヌカイト 8 N3 SD―

S 石鏃 サヌカイ ト 9 1,7 N3 SD― 平基式

S 石鏃未成品 サヌカイ ト N3 SD―

S 石鏃未成品 サヌカイ ト (3.4) N3 SD―

石鏃未成品 サヌカイ ト (3,7) 2.1 N3 SD一

石 錐 サヌカイ ト 1.1 1.0 N3 SD―

S195 石錐 サヌカイ ト I.4 S D―
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S196 石錐 サヌカイ ト (4.7) (4.7) N3 SD―

S197 石錐 サヌカイト N3 SD一

S198 石錐 サヌカイト N3 SD―

S199 石 錐 サヌカイ ト N3 SD―

S200 石 匙 サヌカイト (4.3) (7.4) 1.1 21.9 N3 SD―

石匙 サヌカイト (3.0) (5.0) N3 SD一

打製石包丁 ? サヌカイ ト (3.7) O.動 N3 SD― 使用痕あり。

S203 打製石包丁 サヌカイト (6.1) N3 SD― 快入。

打製石包丁 サヌカイ ト 46.9 N3 SD― 使用痕あり。快入。

打製石包丁 サヌカイ ト (2.8) N3 SD― 快入。

打製石包丁 サヌカイ ト (8.2) 1.1 35.3 N3 SD一 使用痕あり。決入。

S207 打製石包丁 サヌカイト (5.6) N3 SD― 決入。

打製石包丁 サヌカイト (5.4) (5.4) N3 SD― 使用痕あり。換入。

S209 打製石包丁 サヌカイ ト l.7 56.8 N3 SD― 快入。

S210 打製石包丁 サヌカイト (8.5) 1.l 37.8 D― 使用痕あり。快入。

打製石包丁 サヌカイ ト (10。 2) (6.4) S D― 使用痕あり。袂入。

S212 打製石包丁 サヌカイ ト 1) 1.2 27.5 S D― 使用痕あり。

S213 打製石包丁 サヌカイト 1.2 D― 使用痕あり。

S214 打製石包丁 サヌカイト 35。 9 D一 使用痕あり。

S215 打製石包丁 サヌカイト (10.4) 46.5 D一 使用痕あり。

S216 楔形石器 サヌカイ ト S D―

S217 楔形石器 サヌカイト N3 SD―

S218 楔形石器 サヌカイト 2.6 N3 SD―

S219 スクレイパー サヌカイ ト 59,9 D一 使用痕あり。

S220 スクレイパー サヌカイト 1.0 30.7 N3 SD一 使用痕あり。

S221 スクレイパー サヌカイ ト 1.5 31.2 N3 SD― 自然面あり。

S222 スクレイパー サヌカイ ト 1.4 32.0 N3 SD― 使用痕あり。

S223 スクレイパー サヌカイト 13 45.3 N3 SD―

S224 調整剥片 サヌカイト 1.1 35。 3 N3 SD一 自然面あり。

スクレイパー サヌカイ ト 1.5 53.6 N3 SD一 自然面あり。

S226 素材剥片 サヌカイト 1。 3 58 0 N3 SD-1 自然面あり。

S227 磨製石包丁 泥岩 ? (6.3) N3 SD―

S228 磨製石包丁 泥岩 ? (5.1) O.9 N3 SD―

S229 磨製石包丁 泥岩 ? (5.2) (4.0) N3 SD―

磨製石包丁 ? 頁岩 ? (10.2) (5。 3) ll 32.4 N3 SD一 欠損が著しし

磨製石包丁 黒色買岩 (8.4) 31.5 N3 SD一 使用痕あり。

磨製石包丁 緑色片岩 (4.3) 29.7 N3 SD一

磨製石包丁 緑色片岩 (7.8) (4.9) 32 2 N3 SD― 使用痕あり。

柱状片刃石斧 緑色片岩 (8.7) (29) (2.6) 48.7 N3 SD―

S235 柱状片刃石斧 緑色片岩 (5。 4) (1.7) (2.7) 23.7 N3 SD―

磨製石斧 ? 結晶片岩 (6.1) (2.1) (1.0) N3 SD―

S237 柱状片刃石斧→敲 泥岩 ? (8.2) (3.3) (19) 62.2 N3 SD― 使用痕あり。

柱状片刃石斧 ? 泥岩 ? (6.1) (2.7) (2.5) 12.1 N3 SD―

扁平片刃石斧 緑色片岩 (6.7) (5.7) (0.8) 26.4 N3 SD―

柱状片刃石斧 頁岩 (7.2) (5.2) (1.3) 611 N3 SD一 換入。

S241 柱状片刃石斧 緑色片岩 (6.2) (4.2) (0.8) 24,0 N3 SD一 快入。

柱状片刃石斧 緑色片岩 (6.8) (5,7) (1.5) 42.4 N3 SD一

大型蛤刃石斧 細粒砂岩 (8.4) (4.6) (43) 255.8 S D一 使用痕あり。

磨製石斧 緑色片岩 (7.7) (4.1) (1.8) 52.3 S D―
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S245 大型蛤刃石斧 黒色頁岩 (10.4) (3.2) (2.9) 54 2 N3 SD―

大型蛤刃石斧 緑色片岩 (4.3) (6.1) (3.9) 86.8 N3 SD―

大型蛤刃石斧 緑色片岩 ? (H.2) (5,0) (4.9) 435.0 N3 SD一 使用痕 ?

太型蛤刃石斧 緑色片岩 ? (5.4) (4.5) 1108 N3 SD―

石剣? 泥岩? (6.1) (3.5) (11) N3 SD―

砥石 泥岩 ? 47.5 N3 SD一 筋状の擦痕あり。

磨製石斧 ? 片岩 ? 5.5 169.6 N3 SD一

S252 敲 石 結晶片岩 2.5 86.7 N3 SD― 使用痕あり。

S253 砥 石 13.2 179.0 N3 SD― 擦痕あり。

S254 石核石器 安山岩 510.0 N3 SD― 使用痕あり。

S255 石錘 ? 砂岩 (H.8) (5.3) (4.1) 330.0 N3 SD― 穿子とあり。

S256 石核 粘板岩 13.2 700.0 N3 SD―

S257 砥石 細粒砂岩 960.0 N3 SD― 探痕あ り。

S258 石鏃 サヌカイ ト 1.5 N4 Pl 凹基式

S259 石鏃 サヌカイ ト (1.2) 1.9 N4  P96 凹基式

石鏃 サヌカイ ト 1) N4 凹基式

石鏃 サヌカイ ト 13 N4 平基式

S262 石錐 サヌカイト (2.9) 1.2 N4 SD―

S263 楔形石器 サヌカイ ト 5.5 N4 SD―

S264 調整剥片 サヌカイ ト N4 SD―

S265 調整剥片 サヌカイ ト 4.2 149 N4 SD一

S266 石鍬 ? 粘板岩 (9.1) 128.8 N4 SD―

S267 石鏃 サヌカイ ト 1.8 N2 2P― 凹基式

石鏃 サヌカイ ト 1,7 (1.0) N4 2P― 凹基式

S269 石鏃 サヌカイ ト 1.6 1.7 N2 2P― 凹基式

S270 石鏃 サヌカイ ト 2,7 2.2 N2 2P一 凹基式

S271 石鏃 サヌカイ ト (2.4) N3 2P― 凹基式

石鏃 サヌカイト (3.0) N3 3P― 凹基式

S273 石鏃 サヌカイ ト 2.3 1.9 0.3 N3 2P― 平基式 ?

S274 石鏃 サヌカイ ト 1.3 N3 2P― 平基式?

S275 石鏃 サヌカイ ト 1.5 N3 2P一 凹基式

S276 石鏃 サヌカイ ト 1.7 0 N3 2P― 平基式

S277 石鏃 サヌカイ ト 1.5 5 2P-1 平基式

S278 石鏃 サヌカイ ト 1.8 N3 2P-1 凹基式

S279 石鏃 サヌカイ ト (2.1) (1.7) 2P-1 凹基式

S280 石鏃 サヌカイ ト 1.6 2P-1 凹基式

S281 石鏃 サヌカイ ト (26) (1.7) N4 2P一 l 凹基式

S282 石鏃 サヌカイ ト (1.5) (1.6) N4 2P-1 凹基式

S283 石鏃 サヌカイ ト 1.2 N4 2P-1 凹基式

S284 石鏃 サヌカイ ト 2.2 2P― ] 凹基式 ?

石鏃 サヌカイ ト 1.5 N2 2P― 凹基式

S286 石鏃 サヌカイ ト 1.6 N4 2P― 凹基式

S287 石鏃 サヌカイ ト 1.8 N4 2P― 凹基式

S288 石鏃 サヌカイ ト (1.2) 1.6 07 N4 2P― 凹基式

石鏃 サヌカイ ト 1.7 N4 2P― 凹基式

S290 石鏃 サヌカイ ト (2.1) 1,7 N3 2P― 凹基式

S291 石鏃 サヌカイ ト 1.6 N4 2P― 平基式

S292 石鏃 サヌカイ ト 1.4 N4 凹基式

石鏃 サヌカイ ト 1.9 N4 2P-1 凹基式
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S294 石鏃 サヌカイト 1.4 1.0 N1 2P-1 凹基式

S295 石鏃 サヌカイ ト (28) N4 2P-1 凹基式

石鏃 サヌカイト N4 2P-1 凹基式

S297 石鏃 サヌカイト 3.1 5 1.7 N4 2P-1 凹基式

S298 石鏃 サヌカイ ト 2 0 2P-1 凹基式

石鏃 サヌカイ ト (1.0) l N4 2P一 平基式

石鏃 サヌカイ ト 8 2 N3 2P― 平基式

S301 石鏃 サヌカイ ト 6 5 N4 2P― 平基式

S302 石 鏃 サヌカイ ト 4 3 N4 2P― 平基式

S303 石鏃 サヌカイ ト 4 2 2P一 l 平基式

S304 石鏃 サヌカイ ト 7 5 2P一 l 平基式

石鏃 サヌカイ ト 6 5 N1 2P-1 平基式

石鏃 サヌカイ ト 7 N4 2P-1 平基式

S307 石鏃 サヌカイト 9 3 0.7 N4 表土 平基式

石鏃 サヌカイ ト 6 7 N1 2P一 】 平基式

石鏃 サヌカイ ト 7 4 07 2P-1 平基式

S310 石鏃 サヌカイト 8 17 N3 2P― ] 平基式

S311 石鏃 サヌカイト 2.2 6 12 N4 2P― ] 平基式

S312 石鏃 サヌカイ ト 6 2P-1 平基式

S313 石鏃 サヌカイト (0.8) N4 2P― ] 凹基式 ?

S314 石鏃 サヌカイ ト 1.6 N1 2P-1 平基式

S315 石鏃 サヌカイ ト 18 N4 2P-1 凹基式 ?

S316 石鏃 サヌカイト (2.0) 平基式

S317 石鏃 サヌカイ ト (1.9) 1.3 N4 2P一 平基式

S318 石鏃 サヌカイ ト 18 N4 2P― 平基式

S319 石鏃 サヌカイ ト 1.6 N3 2P― 平基式

S320 石鏃 サヌカイ ト N4 2P一 円基式

石鏃 サヌカイ ト 1.9 07 N4 2P― 未成品?

石鏃 サヌカイ ト (16) (1.4) N4 2P―

S323 石鏃 サヌカイ ト (1.8) N4 2P―

S324 石鏃 サヌカイ ト (1 (1 N4 2P―

石鏃 サヌカイ ト 1.5 N1 2P-1 平基式。快入。

石鏃 サヌカイ ト 13 N4 平基式。快入。

S327 石鏃 サヌカイ ト 4 0.4 N4 表土 未成品?

石鏃 サヌカイ ト (4.2) 4 2P-1 有茎式

石鏃 サヌカイ ト N4 2P-1 有茎式 ?未成品?

S330 石鏃 サヌカイト .2 2P-1 有茎式 ?未成品?

S331 石鏃未成品 サヌカイ ト N3 2P一

石鏃未成品 ? サヌカイ ト N4 2P― 石錐も可。

S333 石鏃未成品 サ ヌカイ ト N4 2P―

石鏃未成品 サヌカイ ト 2.7 14 N4 2P―

石鏃未成品 サヌカイ ト N4 2P―

S336 石鏃未成品 サヌカイ ト N4 2P― 凹基式 ?

S337 石鏃未成品 サヌカイト N4 2P一

石鏃未成品 サヌカイ ト 2.2 N4 2P―

石鏃未成品? サヌカイ ト N4 2P―

石鏃未成品? サヌカイト N4 2P― 石錐も可。

S341 石錐 サヌカイ ト 1.4 02 N3 2P―

石錐 サヌカイ ト (1.9) 0,4 N3 2P-1
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挿図番号 器 種 石 材 長さ (clll) 幅 (cll) 厚さ (clll) 重量 (g) 出土地点 備 考

S343 石錐 サヌカイト N2 2P―

石錐 ? サヌカイ ト 1.4 N3 2P―

S345 石錐 サヌカイ ト (1.9) N4 2P―

S346 石錐 サヌカイ ト (1.7) N4 2P―

石 錐 サヌカイ ト (1,7) N4 2P一

S348 石錐 サヌカイ ト N4 2P一

石錐 サヌカイト N4 2P―

石錐 サヌカイ ト N4 2P―

S351 石錐 サヌカイ ト (1.9) N4 2P一

S352 石錐 サヌカイト 2.5 N1 2P―

S353 石錐 サヌカイ ト (23) N1 2P―

石錐 サヌカイ ト (3.2) N3 2P―

S355 石錐 サヌカイ ト 1.1 N4 2P一

S356 石錐 サヌカイト N4 2P―

S357 石錐 サヌカイ ト N4 2P―

石錐 サヌカイト (3.0) P一

S359 石錐 サヌカイト (4.2) N4 2P―

石錐 サヌカイ ト 1.3 N4 表土

S361 石錐 サヌカイ ト 1.1 N1 2P―

S362 石錐 サヌカイト 1.2 N4 2P―

S363 石錐 サヌカイ ト 1.3 3 2P一 】

石 錐 サヌカイ ト (2.5) 1,7 9 N4 2P―

石錐 サヌカイト 10 N3 2P―

石錐 サヌカイト 12 N2 2P―

石 錐 サヌカイ ト (2.9) N4 2P一

S368 石錐 サヌカイ ト (33) N4 2P―

S369 石錐 サヌカイ ト (3.3) 1.7 0。 7 N4 表土 自然面あり。

S370 石 錐 サヌカイト (4,7) 2P一 l

S371 石 錐 サヌカイ ト (3.1) N4 2P―

S372 石錐 サヌカイト (3.9) N4 2P一

S373 石錐 サヌカイト (7.2) 17.4 N2 2P―

S374 石錐未成品 サヌカイ ト N4 2P―

S375 石錐未成品 サヌカイ ト N4 2P一

S376 石錐未成品 ? サヌカイト N4 2P―

S377 石錐 サヌカイト N4 2P― 一部研磨あり

石錐 サヌカイ ト N4 2P一 一部研磨あり。

打製石包丁 サヌカイト 11.2 53.6 N4 2P― 快入。

S380 打製石包丁 サヌカイト (7.7) 30.2 快入。

打製石包丁 サヌカイ ト (4.7) 12.9 N3 2P― 快入。

打製石包丁 サヌカイト (4.4) 14.5 N3 2P-1

S383 打製石包丁 ? サヌカイト (9,4) 39.5 N3 2P一 石槍 ?

S384 打製石包丁 ? サヌカイ ト 5.2 56.5 N4 2P―

S385 楔形石器 サヌカイト 3.0 N4 2P―

S386 楔形石器 ? サヌカイト 12.6 N4 2P―

S387 楔形石器 ? サヌカイト 12.5 N4 2P一

楔形石器 ? サヌカイ ト N4 2P一 自然面あり。

S389 調整剥片 サヌカイト Ll N4 2P―

S390 調整剥片 サヌカイト (3.7) (1.6) N4 2P―

S391 スクレイパー ? サヌカイ ト 13.4 N4 2P―
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挿図番号 器 種 石  材 長 さ (硼 ) 幅 (c41) 厚さ (cm) 重 量 出土地点 備 考

S392 調整剥片 サヌカイト (3.4) N4 2P一 l 楔形石器 ?

調整剥片 サヌカイト 9.5 N4 2P-1

調整剥片 サヌカイト N3 2P-1

S395 調整剥片 サヌカイト スクレイタミー ?

調整剥片 サヌカイト (3,7) N4 2P-1

打製石包丁 ? サヌカイト (5,3) Ll 21.2 N4 2P一 l 快入。

S398 調整剥片 サヌカイ ト 7.5 N4 2P-1

S399 調整剥片 サヌカイト 16.8 N4 表土 自然面あり。

S400 調整剥片 サヌカイト 12.9 N4 2P一 自然面あり。

調整剥片 サヌカイ ト 1.2 23.7 N4 2P― スクレイパー ?

S402 スクレイパー サヌカイ ト N4 2P― スクレイパー ?

調整剥片 サヌカイト N3 2P―

調整剥片 サヌカイト 1.7 62.4 N4 2P―

S405 調整剥片 サヌカイ ト 100.3 N4 2P― 自然面あり。

S406 スクレイパー サヌカイト N3 2P一

S407 素材剥片 サヌカイト 91.7 N4 2P― 自然面あり。

調整剥片 サヌカイト 71.5 N4 2P―

S409 残核 サヌカイト 1.9 33.3 N4 2P―

残核 ? サヌカイト 31.6 N4 2P―

磨製石包丁 頁岩 ? (5,4) (3.5) 不 明 N4 2P―

2 磨製石器 安山岩 (5.8) 1.3 N4 2P一

3 IFA石 細粒砂岩 (5.3) 50,3 N4 2P― 擦痕あり。

4 T_A石 細粒砂岩 (5.1) 61.4 N4 2P― 擦痕あり。

5 凹石 ? 砂岩 (9,3) 1070.0 N4 2P―

石斧 ? 結晶片岩 (15.0) 4150 N4 2P―

7 磨石 ? 砂岩 184.1 N4 2P― 擦痕あり。

砥石 ? 砂 岩 (H.5) 770.0 N4 2P― 擦痕あり。

砥石 ? 砂岩 (16.0) (H.5) 不明 N4 2P― 擦痕あり。

S420 石錐 サヌカイト P45

石鏃未成品 サヌカイ ト 2.2 l.7 N5 SD-1

S422 打製石包丁 サヌカイト (7.4) N5 SD-1 快入。

柱状石斧 ? 片岩 (7.3) (2.3) (1.4) 不明 N5 SD-1

S424 石鏃 ? サヌカイ ト (3.4) (2.0) (0.4) 凹基式

S425 石鍬 ? サヌカイト 2.5 142.5 N5 2P-1

太型蛤刃石斧 緑色片岩 (10.0) (6.6) 430.0 N5 2P-1
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図  版

(遺構及び出土遺物 )



図版 1 第一調査区溝全景

図版 2 第一調査区N4区
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図版 5 N2SD-1

図版 6 第一調査区南壁断面



図版 7 N3SD-1南 壁断面

図版 8 N2SD-1南 壁断面
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図版 9 N2SD-2南 壁断面



図版10 NlSD-1
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図版12 N2SD-4



図版13 N4調査区第 2層

図版14 N4調査区第 2層

図版15 N4調査区出上磨石
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図版 16 N4調査区第 3層
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図版18 N4調査区 。N4SD-1



図版19 N3区集石

図版20 N3区集石
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図版21 第二調査区全景
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図版22 第二調査区南断面



図版23 第二調査区北から

図版25 第二調査区W5SD― ]


